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二
一
世
紀
へ
の
金
融
変
革
の
な
か
で
の
公
的
保
証
機
関
取
引
と
今
後

鶴

井

俊

吉

平

野

真

由

目

次

序

論

本
稿
の
執
筆
動
機
と
考
察
方
法

第
Ⅰ
編

信
用
保
証
協
会
取
引
の
現
状
と
問
題
点
（
以
下
本
誌
九
巻
二
号
掲
載
）

第
Ⅱ
編

保
険
的
構
成
（
以
上
本
号
掲
載
）

第
Ⅲ
編

与
信
委
任
的
構
成

第
Ⅳ
編

信
用
創
造
型
保
証

ま
と
め
と
展
望

信
用
保
証
協
会
取
引
の
法
的
再
構
成

㈡
（
鶴
井
・
平
野
）
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第
Ⅱ
編

保
険
的
構
成

本
編
（
保
険
的
構
成
）
で
は
、「
収
支
相
償
」
と
い
う
取
引
理
念
に
関
連
す
る
「
保
険
類
似
の
保
証
取
引
形
態
」
に
つ
い
て
、
法
的
分
析

を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
保
険
的
構
成
の
可
能
性
（
保
険
契
約
法
理
の
類
推
可
能
性
）
を
検
討
す
る
。

第
一
章

取
引
理
念

収
支
相
償

信
用
保
証
協
会
取
引
の
理
想
に
は
、
取
引
の
損
失
最
小
化
が
存
在
し
た
。
本
稿
で
は
、
取
引
の
損
失
最
小
化
の
た
め
に
金
融
機
関
の

義
務
付
け
を
、
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
と
の
保
証
契
約
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
に
考
え
て
い
く
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
。
保
証
契
約

以
外
に
は
、
保
証
人
と
主
た
る
債
務
者
と
の
間
の
保
証
委
託
契
約
と
、
債
権
者
と
主
た
る
債
務
者
と
の
間
の
金
銭
消
費
貸
借
契
約
な
ど

が
存
在
す
る
。
そ
う
し
た
取
引
全
体
、
仕
組
み
や
制
度
、
ス
キ
ー
ム
と
い
っ
た
全
体
利
益
を
守
る
た
め
の
「
取
引
理
念
」
が
必
要
と
な

る
。損

失
最
小
化
を
目
指
す
取
引
理
念
に
は
、
取
引
に
と
も
な
う
支
出
と
収
入
が
つ
り
合
う
「
収
支
相
償
」
が
志
向
さ
れ
る
こ
と
が
一
つ

考
え
ら
れ
る
。

第
一
節

中
小
企
業
政
策
の
大
転
換

一
九
九
九
年
当
時
、
そ
れ
ま
で
幾
つ
か
の
金
融
機
関
が
経
営
破
綻
し
、
ま
た
金
融
機
関
は
経
営
破
綻
を
逃
れ
る
た
め
に
合
併
や
営
業
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二



譲
渡
、
貸
出
し
な
ど
に
よ
り
生
じ
た
不
良
債
権
の
処
理
を
懸
命
に
お
こ
な
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
金
融
情
勢
の
な
か
で
、
一
九
九
九

年
に
中
小
企
業
政
策
の
も
と
と
な
る
中
小
企
業
基
本
法
が
抜
本
的
に
改
正
さ
れ
た
。

中
小
企
業
施
策
の
基
本
理
念
は
、
具
体
的
に
は
中
小
企
業
基
本
法
三
条
が
定
め
て
い
る
。
改
正
前
の
保
護
・「
公
助
」
か
ら
、
中
小
企

業
者
独
自
の
「
自
助
」
努
力
が
根
本
に
据
え
ら
れ
た
の
で

）

あ
る
。
右
肩
上
が
り
の
成
長
経
済
か
ら
成
熟
経
済
へ
の
移
行
は
、「
公
助
」
か

ら
共
助
・「
自
助
」
へ
の
転
換
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で

）

あ
る
。

共
助
や
自
助
と
い
う
思
想
・
発
想
か
ら
す
れ
ば
、
信
用
保
証
制
度
お
よ
び
信
用
保
険
制
度
の
運
用
も
収
支
相
償
が
志
向
さ
れ
る
べ
き

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
例
と
し
て
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
に
お
け
る
無
担
保
保
険
料
と
普
通
保
険
料
の
料
率
変
更
が
あ
る
。
二
〇

〇
三
年
ま
で
は
無
担
保
に
よ
る
中
小
企
業
金
融
（
資
金
調
達
）
を
促
進
す
る
と
の
「
保
護
」
政
策
の
た
め
に
、
普
通
保
険
料
よ
り
も
低
廉

な
料
率
設
定
が
無
担
保
保
険
に
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
三
年
以
降
は
そ
の
よ
う
な
無
担
保
に
よ
る
中
小
企
業
金
融（
資
金
調

達
）
促
進
と
の
保
護
政
策
意
図
は
な
く
な
り
、
無
担
保
保
険
料
も
普
通
保
険
料
も
同
一
料
率
設
定
と
な
っ
て
い
る
（
中
小
企
業
信
用
保
険

法
施
行
令
二
条
）。
中
小
企
業
信
用
保
険
を
担
当
す
る
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
は
、そ
の
組
織
名
称
の
と
お
り
会
社
法
が
適
用
さ
れ

る
株
式
会
社
で
あ
る
。
中
小
企
業
信
用
保
険
事
業
が
公
的
性
質
を
有
す
る
事
業
と
は
い
え
、
営
利
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
形
態
で
あ

る
以
上
、
収
支
相
償
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で

）

あ
る
。

ま
た
、
中
小
零
細
事
業
者
の
国
際
競
争
力
確
保
が
で
き
な
け
れ
ば
、
中
小
零
細
事
業
者
じ
し
ん
に
と
っ
て
真
の
事
業
競
争
力
を
滋
養

し
難
い
。
事
業
競
争
力
を
高
め
な
け
れ
ば
、
経
済
効
率
も
高
め
ら
れ
な
い
。
経
済
効
率
を
高
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
国
益
や
社
会
全
体
に

と
っ
て
も
好
ま
し
く
な
い
の
で
あ
る
。
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）

ア
メ
リ
カ
の
中
小
企
業
法
（S

m
a
ll B

u
sin
ess A

ct

）
二
条
は
、
中
小
企
業
対
策
の
基
本
理
念
を
自
由
競
争
の
保
持
・
伸
長
と
定
め
て

い
る
。
自
由
競
争
の
保
持
・
伸
長
の
前
提
に
は
、
自
己
責
任
原
則
が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
小
企
業
金
融
の
問
題
は
、
本
来
的
に
は

個
々
の
中
小
企
業
の
信
用
問
題
に
還
元
さ
れ
る
。

し
か
し
、
日
本
の
改
正
中
小
企
業
基
本
法
の
理
解
の
仕
方
と
し
て
本
稿
は
、
従
来
の
経
済
的
弱
者
「
一
律
」
保
護
か
ら
日
本
国
の
利
益
（
国

益
）
に
適
う
保
護
対
象
の
「
選
別
」
へ
の
変
更
と
み
て
い
る
。

）
「
二
〇
〇
五
年
の
「
竹
中
改
革
」
と
は
」k

eiza
i d
o
y
u

二
〇
〇
五
年
二
月
号
二
頁
。

）

し
か
し
、
現
在
に
お
い
て
も
中
小
企
業
信
用
保
険
に
お
け
る
無
担
保
保
険
料
と
普
通
保
険
料
の
料
率
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
理
解

で
き
る
よ
う
に
、
中
小
企
業
信
用
保
険
で
は
自
助
や
共
助
が
貫
徹
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
中
小
企
業
信
用
保
険
に

お
け
る
自
助
や
共
助
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
リ
ス
ク
の
高
い
無
担
保
保
険
を
普
通
保
険
に
比
較
し
て
高
い
料
率
と
す
る
の
が
当
然
だ
か

ら
で
あ
る
。第

二
節

国
際
標
準

他
方
、
収
支
相
償
と
い
う
考
え
方
を
国
際
的
見
地
か
ら
眺
め
た
場
合
、
国
際
的
要
請
が
求
め
ら
れ
る
貿
易
保
険
（
輸
出
）
で
の
政
府
再

保
険
料
が
収
支
相
償
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
貿
易
保
険
法
六
〇
条
）
こ
と
が
目
を
引
く
。

貿
易
保
険
（
輸
出
）
で
の
政
府
再
保
険
料
が
収
支
相
償
に
よ
る
こ
と
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（W

o
rld T

ra
d
e O

rg
a
n
iza
tio
n
：

世
界
貿
易
機
関
）

の
補
助
金
協
定
が
、「
長
期
的
な
運
用
に
係
る
経
費
お
よ
び
損
失
を
補
塡
す
る
た
め
に
は
、
不
十
分
な
料
率
に
よ
っ
て
輸
出
保
険
制
度
を

運
用
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
輸
出
補
助
金
」
に
該
当
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
附
属
書
一
L
）
こ
と
に
基
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ

ま
り
、
保
険
料
が
収
支
相
償
で
な
け
れ
ば
、
保
険
料
の
実
質
的
な
公
的
補
塡
分
は
公
的
補
助
（
補
助
金
）
に
該
当
す
る
。
保
険
料
が
収
支

相
償
で
な
け
れ
ば
、
国
際
的
に
は
不
公
正
な
条
件
下
で
の
競
争
と
判
断
・
認
識
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
国
際
標
準
は
、
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保
険
料
水
準
は
長
期
的
観
点
か
ら
に
せ
よ
、
収
支
相
償
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

中
小
企
業
信
用
保
険
も
実
質
的
に
政
府
再
保
険
で
あ
り
収
支
相
償
が
求
め
ら
れ
る
と
す
る
と
、
中
小
企
業
信
用
保
険
に
連
動
す
る
か

た
ち
で
付
保
の
対
象
と
な
る
中
小
企
業
信
用
保
証
も
収
支
相
償
が
要
請
さ
れ
る
。

第
三
節

中
小
企
業
信
用
補
完
制
度
の
歴
史
・
沿
革

本
節
（
中
小
企
業
信
用
補
完
制
度
の
歴
史
・
沿
革
）
で
は
、「
中
小
企
業
信
用
保
証
制
度
」
の
歴
史
・
沿
革
と
、「
中
小
企
業
信
用
保
険
制

度
」
の
歴
史
・
沿
革
と
に
分
け
て
論
述
し
、
小
括
す
る
。

Ⅰ

中
小
企
業
信
用
保
証
制
度
の
歴
史
・
沿
革

と
こ
ろ
で
、
中
小
企
業
信
用
保
証
制
度
の
歴
史
・
沿
革
は
、
今
か
ら
八
〇
年
以
上
前
の
一
九
二
七
年
の
中
小
商
工
応
急
資
金
に
始
ま

）

っ
た
。
中
小
商
工
応
急
資
金
は
、
昭
和
金
融
恐
慌
後
に
中
小
銀
行
の
預
金
が
大
銀
行
や
郵
便
貯
金
な
ど
へ
移
動
し
て
中
小
商
工
へ
の
資

金
融
通
が
著
し
く
減
少
し
た
こ
と
に
と
も
な
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
に
お
け
る
信
用
保
証
制
度
の
歴

史
・
沿
革
は
、
本
来
的
に
は
臨
時
応
急
的
な
性
質
を
有
す
る
も
の
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で

）

あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
臨
時
応
急
的
な
性
質
を
有
す
る
信
用
保
証
制
度
が
、
平
常
時
に
お
い
て
も
中
小
商
工
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

拡
大
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
信
用
保
証
制
度
の
一
般
化＝

拡
大
経
緯
の
過
程
に
は
、
金
融
保
険
会
社
を
設
立
し
て

中
小
企
業
金
融
に
よ
る
金
融
機
関
の
貸
倒
れ
か
ら
生
ず
る
損
失
を
付
保
す
る
構
想
も
あ
っ
た
。
保
険
構
想
当
時
は
、
保
険
経
営
に
必
要

な
中
小
企
業
金
融
に
よ
る
貸
倒
れ
デ
ー
タ
が
な
い
と
い
う
理
由
で
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
の
で

）

あ
る
。
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Ⅱ

中
小
企
業
信
用
保
険
制
度
の
歴
史
・
沿
革

日
本
に
お
け
る
戦
後
復
興
期
に
お
い
て
、
中
小
企
業
の
信
用
補
完
制
度
は
既
存
の
信
用
保
証
だ
け
で
は
不
十
分
な
状
況
に
あ
っ
た
。

中
小
企
業
信
用
保
証
の
ほ
か
に
、
よ
り
強
力
な
政
府
資
金
を
背
景
と
す
る
制
度
が
要
請
さ
れ
た（
中
小
企
業
信
用
補
完
制
度
に
お
け
る
二
層

構
造
へ
の
模
索
）。

新
た
な
制
度
の
構
築
に
は
、
当
時
占
領
下
に
あ
っ
た
日
本
に
お
い
て
連
合
国
総
司
令
部
と
の
折
衝
が
不
可
避
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

ア
メ
リ
カ
の
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
議
会
に
提
案
さ
れ
た
中
小
企
業
向
け
貸
付
に
対
す
る
損
失
保
険
を
モ
チ
ー
フ
に

（
た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
保
険
構
想
は
保
険
そ
の
も
の
と
し
て
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
）、
収
支
相
償
を
前
提
と
し
た
中
小
企
業
信
用
補

完
制
度
が
考
案
さ
れ
た
。
こ
の
中
小
企
業
保
険
構
想
は
、
連
合
国
総
司
令
部
の
許
可
を
得
て
日
本
の
国
会
へ
提
出
さ
れ
可
決
・
公
布
・

施
行
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
、
今
か
ら
約
六
〇
年
ほ
ど
前
に
中
小
企
業
信
用
保
険
制
度
が
実
現
し
た
の
で
あ

）

っ
た
。

一
九
五
〇
年
五
月
六
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム

）

ズ
紙
に
よ
れ
ば
、
時
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ト
ル
ー
マ
ン
の
「
小
事
業
に
対
す
る

施
策
」と
題
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
て
い
る
。「
私
は
、
…
…
五
つ
の
大
き
な
施
策
を
連
邦
政
府
が
実
施
す
る
よ
う
提
案
す
る
。
そ

の
第
一
は
、
あ
ら
ゆ
る
小
企
業
体
の
信
用
な
ら
び
に
資
本
需
要
を
満
た
し
易
く
す
る
た
め
に
、
私
は
自
立
採
算
ベ
ー
ス
に
立
つ
金
額
二

万
五
千
ド
ル
以
内
・
償
還
期
限
五
年
以
内
の
銀
行
貸
付
に
対
し
て
保
険
を
与
え
る
制
度
を
立
法
化
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
」
と
さ
れ
て

い
る
。

Ⅲ

小

括
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以
上
か
ら
、
中
小
企
業
信
用
保
証
制
度
お
よ
び
中
小
企
業
信
用
保
険
制
度
（
あ
わ
せ
て
、
中
小
企
業
信
用
補
完
制
度
）
は
、
中
小
企
業
信

用
保
証
制
度
お
よ
び
中
小
企
業
信
用
保
険
制
度
の
歴
史
・
沿
革
か
ら
「
保
険
」
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
保
険
は
収
支
相
償
が
確
保
さ
れ

な
け
れ
ば
、
経
済
的
に
破
綻
し
継
続
不
可
能
に
陥
る
（
保
険
の
制
度
維
持
・
存
続
と
い
う
思
想
・
発
想
は
、
本
章
で
も
重
要
で
あ
る
）。
保
険

構
想
を
本
来
的
に
継
続
・
持
続
的
な
中
小
企
業
信
用
補
完
制
度
の
運
用
方
針
と
し
て
い
た
経
緯
か
ら
す
る
と
、
中
小
企
業
信
用
補
完
取

引
で
目
指
さ
れ
る
べ
き
は
保
険
と
い
え
そ
う
に
も
思
え
る
。

）

全
国
信
用
保
証
協
会
連
合
会
編
『
信
用
保
証
（
第
二
版
）』
一
八
・
一
九
頁
（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
・
一
九
九
六
年
）。

）

公
的
保
証
の
根
本
が
時
代
の
経
済
下
で
苦
境
に
立
つ
者
に
対
す
る
支
援
に
あ
る
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

次
編
・
第
Ⅲ
編
の
与
信
委
任
的
構
成
が
相
応
し
い
と
思
わ
れ
る
信
用
保
証
協
会
取
引
形
態
で
は
、
本
稿
に
お
い
て
信
用
保
証
協
会
取
引
が
、

本
来
、
臨
時
応
急
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
す
る
（
同
第
一
章
）。

）

全
国
信
用
保
証
協
会
連
合
会
編
・
前
掲
注
（

）
二
〇
頁
。

）

中
小
企
業
信
用
保
険
公
庫
月
報
一
九
五
〇
年
一
二
月
号
。

）

M
a
y 6,

1950 w
ith th

e N
ew
 
Y
o
rk T

im
es.

第
二
章

取
引
形
態

保
険
類
似
の
保
証
取
引

こ
の
保
険
類
似
の
保
証
取
引
形
態
（
収
支
相
償
を
目
指
す
保
証
取
引
形
態
）
は
、
近
時
の
金
融
変
革
に
迫
ら
れ
た
金
融
機
関
の
リ
ス
ク
計

量
化
技
術
の
向
上
の
な
か
で
信
用
保
証
協
会
取
引
に
も
具
現
化
さ
れ
（
保
証
の
保
険
化
）、
そ
の
よ
う
な
保
険
化
さ
れ
た
取
引
が
主
流
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
民
法
学
か
ら
は
槇
悌
次
博
士
が
、
信
用
保
証
協
会
取
引
で
保
険
類
似
の
保
証
取
引
形
態
が
実
務
で

実
施
さ
れ
る
二
〇
年
近
く
前
か
ら
自
著
の
体
系
書
で
「
保
証
の
保
険
化
現
象
」
を
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
た

「
今
日
で
は
金
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融
機
関
が
有
償
の
委
託
に
基
づ
く
保
証
の
形
で
合
理
的
な
計
算
に
基
づ
い
て
こ
の
取
引
に
参
加
す
る
も
の
が
多
く
な
り
、
国
家
も
そ
の

政
策
上
一
定
分
野
で
の
信
用
創
造
を
積
極
的
に
促
進
す
る
意
味
か
ら
み
ず
か
ら
保
証
人
と
な
り
、
保
険
者
と
な
る
場
合
が
あ
り
、
金
融

機
関
や
国
家
な
ど
の
引
受
け
る
人
的
担
保
は
、
保
険
と
も
そ
の
実
質
的
機
能
を
接
近
さ
せ
て
く
る
こ
と
に

）

な
る
」
と
。

ま
ず
は
保
険
化
さ
れ
た
近
時
の
取
引
形
態
と
の
対
比
か
ら
、
従
来
の
伝
統
的
取
引
形
態
よ
り
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

第
一
節

従
来
の
伝
統
的
取
引
形
態

か
つ
て
の
信
用
保
証
協
会
は
、
個
別
・
具
体
的
な
主
た
る
債
務
者
の
債
務
履
行
能
力
に
着
目
し
、
い
わ
ば
〞
点
〝
毎
の
保
証
引
受
審

査
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
は
、
保
証
人
に
と
っ
て
、
保
証
債
務
履
行
の
事
態
は
起
こ
り
得
な
い
こ
と
を
前
提
に
保
証
引
受
け
の
判
断
を
お
こ
な
っ
て
い

た
。

）
『
担
保
物
権
法
』
一
〇
・
一
一
頁
（
有
斐
閣
・
一
九
八
一
年
）。

第
二
節

近
時
の
取
引
形
態

保
証
の
保
険
化

従
来
の
伝
統
的
取
引
形
態
に
対
し
、
近
時
の
取
引
形
態
（
保
険
的
な
保
証
取
引
形
態
）
に
は
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
提
携

保
証
と
、
提
携
保
証
の
手
法
を
応
用
し
た
資
産
担
保
証
券
に
関
す
る
保
証
と
が
存
在
す
る
。
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Ⅰ

提
携
保
証

従
来
の
信
用
保
証
協
会
の
主
た
る
債
務
者
の
債
務
履
行
能
力
に
着
目
し
て
個
々
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
保
証
引
受
け
に
対
し
、
昨
今

は
同
種
・
大
量
の
債
権
を
包
括
的
・
抽
象
的
な
〞
束
〝
と
し
て
保
証
引
受
け
す
る
。
全
体
リ
ス
ク
（
保
証
債
務
履
行
可
能
性
）
を
、
確
率

論
的
・
統
計
学
的

）

手
法
か
ら
判
断
す
る
。
リ
ス
ク
を
数
量
化
・
計
数
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
リ
ス
ク
の
取
引
対
価
と
し
て
保
証
料
な

ど
を
徴
収
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
二
〇
〇
六
年
か
ら
信
用
保
証
協
会
保
証
の
保
証
料
は
、
高
リ
ス
ク
高
保
証
料
・
低
リ
ス
ク
低
保

証
料
と
い
う
リ
ス
ク
反
映
型
と
な

）

っ
た
。

全
体
リ
ス
ク
（
保
証
債
務
履
行
可
能
性
）
を
確
率
論
的
・
統
計
学
的
手
法
か
ら
判
断
す
る
取
引
で
は
、
一
定
の
事
故
率
（
主
た
る
債
務
の

債
務
不
履
行
率
）
の
発
生
を
あ
ら
か
じ
め
保
証
の
引
受
手
が
設
定
し
て
保
証
を
す
る
。
つ
ま
り
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
が
提
携

し
て
、
金
融
機
関
の
リ
ス
ク
計
量
化
技
術
を
尊
重
し
信
用
保
証
協
会
の
与
信
審
査
判
断
を
緩
和
し
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
合

意
さ
れ
た
許
容
保
証
債
務
履
行
率
を
超
過
す
る
場
合
に
は
、
金
融
機
関
に
も
相
応
の
リ
ス
ク
負
担
を
し
て
も
ら
う
と
い
う
ス
キ
ー
ム
で

）

あ
る
。

公
的
保
証
機
関
は
公
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
広
く
数
多
く
の
取
引
金
融
機
関
と
取
引
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
各
取

引
金
融
機
関
に
は
数
多
く
の
中
小
零
細
事
業
者
へ
の
貸
出
な
ど
の
債
権
が
、
信
用
保
証
協
会
と
リ
ス
ク
を
共
有
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

①
従
来
の
金
融
機
関
融
資
に
お
け
る
不
動
産
担
保
偏
重
主
義
が
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
モ
ノ
の
価
格
が
低
い
デ
フ
レ
経
済
下
で
は
成

立
し
な
く
な
り
、
当
該
事
業
の
事
業
じ
た
い
の
収
益
力
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
）
に
従
前
以
上
に
着
目
し
つ
つ
、
物
的
無
担
保
で
機
動
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的
に
融
資
を
お
こ
な
う
手
法
が
求
め
ら
れ
、
事
業
者
の
貸
倒
リ
ス
ク
が
全
面
的
に
貸
出
金
利
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
必
然
的
に
要
求
さ

れ
る
よ
う
に
な

）

っ
た
。

さ
ら
に
、
②
一
九
九
九
年
に
、
大
手
都
市
銀
行
が
公
的
資
金
を
導
入
す
る
際
に
、
中
小
企
業
向
け
融
資
の
拡
大
を
公

）

約
し
、
地
方
銀

行
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
二
〇
〇
二
年
に
福
岡
シ
テ
ィ
銀
行
が
公
的
資
金
の
注
入
を
受
け
る
際
し
て
、
中
小
企
業
向
け
融
資
拡
大
な

ど
を
柱
と
す
る
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
て

）

い
た
。
経
営
健
全
化
計
画
の
実
績
が
計
画
比
七
割
未
満
で
あ
る
と
、
金
融
庁
は
銀
行
法

二
六
条
に
基
づ
く
業
務
改
善
命
令
を
発
令
す
る
こ
と
が
で
き

）

る
し
、
業
務
改
善
命
令
を
受
け
た
金
融
機
関
は
業
務
改
善
計
画
書
を
金
融

庁
へ
提
出
し
、
金
融
庁
よ
り
三
ヶ
月
毎
に
計
画
履
行
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
と

）

な
る
。
日
経
金
融
新
聞
一
九
九
九
年
一
二
月
八
日

一
頁
で
は
、
経
営
健
全
化
計
画
で
公
約
し
た
貸
出
目
標
の
達
成
が
困
難
で
あ
る
実
態
を
浮
き
彫
り
に
し
、
一
定
の
貸
倒
率
を
前
提
に
中

小
企
業
向
け
融
資
フ
ァ
ン
ド
を
組
成
す
る
手

）

法
は
新
た
な
試
み
の
一
つ
と
評
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
①
担
保
主
義
か
ら
の
脱
却
と
②
中
小
企
業
向
け
融
資
拡
大
の
要
請
と
い
う
事
情
を
背
景
に
、
信
用
保
証
協
会
保
証
付
融
資

は
通
常
は
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
と
が
各
自
審
査
す
る
が
、
こ
の
各
自
審
査
を
実
質
的
に
金
融
機
関
の
審
査
の
み
に
一
本
化
し
、

信
用
保
証
協
会
保
証
付
融
資
の
申
込
み
か
ら
融
資
実
行
ま
で
の
期
間
を
短
縮
す
る
保
証
制
度
が
生
ま

）

れ
た
。
日
経
金
融
新
聞
二
〇
〇
二

年
一
〇
月
四
日
一
一
頁
で
は
、
金
融
機
関
が
信
用
保
証
協
会
の
審
査
を
「
代
行
」
す
る
と
表
現
し
て
お
り
、
翌
二
〇
〇
三
年
当
時
に
は

信
用
保
証
協
会
保
証
の
主
力
制
度
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
報
じ

）

ら
れ
、
実
際
上
現
在
主
力
制
度
と
な
っ
て

）

い
る
。
金
融
機
関
の
審
査
の
多

く
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
自
動
審
査
で
あ
り
、
一
つ
の
基
準
で
一
律
審
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
リ
ス
ク
を
統
計
的
・
確
率
的
に

判
断
」
で
き
、
リ
ス
ク
の
計
量
化
を
踏
ま
え
た
リ
ス
ク
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
可
能
と

）

す
る
。
統
計
デ
ー
タ
を
基
に
企
業
の
情
報
を
数
値

化
し
た
ス
コ
ア
リ
ン
グ
モ
デ
ル
に
対
象
企
業
の
財
務
諸
表
（
税
務
署
に
確
定
申
告
し
た
損
益
計
算
書
や
貸
借
対
照
表
な
ど
）
上
の
数
値
を
入
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力
し
て
、
予
想
貸
倒
損
失
率
を
算
出
す
る
。
こ
の
よ
う
に
融
資
審
査
判
断
時
点
で
既
に
貸
出
金
融
機
関
が
貸
倒
リ
ス
ク
を
統
計
学
的
・

確
率
論
的
に
判
定
し
こ
の
貸
倒
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
た
あ
ら
か
じ
め
の
金
利
取
得
を
す
る
状
況
で
は
、
与
信
審
査
に
集
中
し
審
査
後
の
与

信
管
理
は
手
薄
に
な
り
が
ち
な
点
も
存
在

）

す
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
提
携
保
証

）

制
度
の
種
類
に
は
、

α
）

ま
ず
前
述
し
た
「
フ
ァ
ン
ド
形
式
」
の
提
携
保
証
制
度
が
あ
り
、
フ
ァ
ン
ド
形
式
の
提
携
保
証
制
度
の
場
合
に
は
貸
出
金
融
機

関
の
当
該
企
業
の
財
務
デ
ー
タ
を
下
に
「
債
務
不
履
行
確
率
」
を
診
断
す
る
ス
コ
ア
リ
ン
グ
審
査
シ
ス
テ
ム
を
活
用

）

す
る
。

金
融
機
関
で
貸
出
先
企
業
の
財
務
デ
ー
タ
な
ど
を
入
力
す
る
と
、
そ
の
企
業
の
倒
産
確
率
を
織
込
ん
だ
適
用
金
利
が「
自
動
」

的
に
算
出
さ

）

れ
る
状
況
に
あ
る
。

β
）

次
に
、
当
該
金
融
機
関
に
係
る
代
位
弁
済
率
が
一
定
比
率
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
金
融
機
関
が
代
位
弁
済
額
の
一
部
を
信
用

保
証
協
会
の
代
位
弁
済
後
に
負
担
す
る
仕
組
み
で
、
金
融
機
関
か
ら
の
保
証
照
会
に
対
し
、
原
則
一
時
間
で
回
答
す
る
方
式
が

）

あ
る
。

γ
）

最
後
に
、
貸
出
金
融
機
関
の
「
債
務
者
格
付
け
」
を
活
用
す
る
方
式
が

）

あ
る
。
債
務
者
格
付
け
は
貸
倒
リ
ス
ク
を
織
込
ん
だ
も

の
で
、
貸
出
先
の
財
務
諸
表
（
損
益
計
算
書
と
貸
借
対
照
表
が
主
た
る
も
の
）
を
下
に
、
自
動
的
に
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
貸
出
審

査
が
で

）

き
る
。

今
日
、
信
用
保
証
協
会
は
、
金
融
機
関
の
「
統
計
学
的
・
確
率
論
的
手
法
に
よ
る
取
引
リ
ス
ク
予
測
」
を
活
用
し
て
、
そ
の
設
定
取

引
リ
ス
ク
に
基
づ
き
、
取
引
金
融
機
関
と
中
小
企
業
と
の
貸
出
金
利
な
ど
に
取
引
金
融
機
関
を
通
じ
て
リ
ス
ク
補
塡
金
を
上
乗
せ
転
嫁

し
て
、
そ
の
転
嫁
金
利
分
を
、
取
引
金
融
機
関
か
ら
信
用
保
証
協
会
へ
信
用
保
証
協
会
の
許
容
代
位
弁
済
率
超
過
分
な
ど
を
信
用
保
証
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協
会
の
保
証
債
務
履
行
後
に
送
金
す
る
と
い
う
手
法
に
よ
っ
て
、
一
部
取
引
を
実
施
し
て

）

い
る
。
財
務
諸
表
を
中
心
に
ス
コ
ア
リ
ン
グ

（
点
数
化
）
す
る
た
め
「
会
計
の
透
明
性
向
上
」
が
課
題
で
も
あ
る
が
、
大
数
法
則
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
理
論
な
ど
の
リ
ス
ク
計
量
化
に

基
づ
き
お
こ
な
わ
れ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
活
か
せ
る
広
域
金
融
機
関
（
た
と
え
ば
、
大
手
都
市
銀
行
）
に
、
よ

り
有
利
で
は

）

あ
る
。
こ
う
し
た
金
融
機
関
の
リ
ス
ク
計
量
化
技
術
を
尊
重
し
、
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
と
の
間
で
一
定
の
許
容
保

証
債
務
履
行
率
（
代
位
弁
済
率
）
を
あ
ら
か
じ
め
設
定
合
意
し
て
お
い
て
、
そ
の
許
容
保
証
債
務
履
行
率
（
代
位
弁
済
率
）
を
超
過
し
た
場

合
に
は
信
用
保
証
協
会
が
当
該
金
融
機
関
と
あ
ら
か
じ
め
設
定
合
意
し
た
ペ
ナ
ル
テ
ィ
（
制
裁
）

）

条
項
に
従
う
と
い
う
前
述
（
β
）
形
態

に
よ
り
実
際
上
取
引
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
筆
者
ら
の
見
聞
で
は
こ
の
よ
う
な
（
β
）
取
引
形
態
が
全
信
用
保
証
協
会
取
引

の
七
割
〜
八
割
以
上
を
占
め
て
い
る
信
用
保
証
協
会
も
珍
し
く
な
い
状
況
で
あ
る
。

Ⅱ

資
産
担
保
証
券
に
関
す
る
保
証

仕
組
金
融
（
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）
に
対
す
る
信
用
補
完
に
は
、
資
産
担
保
証
券
（A

B
S
:A
sset B

a
ck
ed S

ecu
rities

）

に
関
す
る
保
証
が
存
在
す
る
。

資
産
で
あ
る
ロ
ー
ン
（
つ
ま
り
、
貸
出
金
）
や
社
債
を
担
保
（
引
当
て
）
に
証
券
化
を
お
こ
な
い
、
そ
の
受
益
権
証
券
を
投
資
家
に
販
売

し
て
当
初
の
資
金
供
給
者
が
資
金
回
収
を
得
る
ス
キ
ー
ム
に
対
す
る
保
証
で
あ
る（
Ｃ
Ｌ
Ｏ
に
関
す
る
保
証
や
Ｃ
Ｂ
Ｏ
に
関
す
る
保
証
）。
証

券
化
の
た
め
の
担
保
（
引
当
て
）
資
産
を
一
時
的
に
集
中
さ
せ
る
の
で
、
取
引
の
仕
組
み
・
構
造
上
フ
ァ
ン
ド
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
前
述
し
た
提
携
保
証
の
（
α
）
型
（
一
定
の
貸
倒
率
を
前
提
に
中
小
企
業
向
け
融
資
等
の
フ
ァ
ン
ド
を
組
成
）
を
応
用
し
て
実
際
上
実
施

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
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以
下
に
、
Ｃ
Ｌ
Ｏ
に
関
す
る
保
証
（
一
）
と
Ｃ
Ｂ
Ｏ
に
関
す
る
保
証
（
二
）
の
仕
組
み
を
概
観
し
て
お
く
。

一

Ｃ
Ｌ
Ｏ
に
関
す
る
保
証

1

意

義

Ｃ
Ｌ
Ｏ（C

o
lla
tera

lized L
o
a
n O

b
lig
a
tio
n
s

）
と
は
、
ロ
ー
ン
債
権
を
証
券
化
し
た
資
産
担
保
証
券
を
意

）

味
し
、
日
本
語
で
は
「
ロ
ー

ン
担
保
証
券
」
と
呼
ば
れ
て

）

い
る
。

2

仕

）

組
み

ア
）

貸
付
金
融
機
関
は
借
入
人
へ
貸
付
を
お

こ

）

な
い
、「
貸
付
債
権
」
を
取
得
す
る
。

イ
）

そ
の
「
貸
付
債
権
」
を
貸
付
金
融
機
関
は

信
託
銀
行
へ
信
託
譲
渡
し
、受
託
銀
行
は
貸

付
金
融
機
関
へ
「
信
託
受
益
権
」
を
付
与
す

る
。

ウ
）
「
信
託
受
益
権
」
を
付
与
さ
れ
た
貸
付
金

融
機
関
は
証
券
化
の
た
め
に
特
定
目
的
会

社
（S

P
C
:
S
p
ecia

l P
u
rp
o
se C

o
m
p
a
n
y

）

へ
信
託
受
益
権
を
譲
渡
し
、貸
付
金
融
機
関

CLOの仕組み 図９
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よ
り
譲
受
け
た
信
託
受
益
権
の
証
券
化
を
お
こ
な
っ
た
特
定
目
的
会
社
は
「
ロ
ー
ン
担
保
証
券
（
Ｃ
Ｌ
Ｏ
）」
を
投
資
家
へ
交
付
す

る
と
同
時
に
、
投
資
家
か
ら
投
資
金
を
受
領
す
る
。

エ
）

Ｓ
Ｐ
Ｃ
が
受
領
し
た
投
資
金
は
、
貸
付
金
融
機
関
へ
「
信
託
受
益
権
代
金
」
と
し
て
支
払
わ
れ
る
、
と
い
う
一
連
の
流
れ
だ
が
、

ア
）
〜
エ
）
の
流
れ
に
対
し
、
借
入
人
か
ら
の
当
該
返
済
金
は
、

甲
）

貸
付
金
融
機
関
へ
な
さ
れ
（
貸
付
債
権
者
で
あ
る
受
託
銀
行
は
、
み
ず
か
ら
が
受
託
し
て
い
る
貸
付
債
権
の
管
理
・
回
収
を
貸
付
金
融
機

関
へ
委
託
す
る
）、

乙
）

借
入
返
済
金
は
債
権
者
で
あ
る
信
託
銀
行
へ
渡
さ
れ
、
信
託
銀
行
は
受
益
権
を
有
す
る
投
資
家
へ
信
託
受
益
権
の
「
配
当
金
」
と

し
て
支
払
う
。

二

Ｃ
Ｂ
Ｏ
に
関
す
る
保
証

Ｃ
Ｂ
Ｏ
（C

o
lla
tera

lized B
o
n
d O

b
lig
a
tio
n
s

）
は
、「
社
債
担
保
証
券
」
と
呼
ば
れ
て

）

い
る
。
Ｃ
Ｌ
Ｏ
の
ロ
ー
ン
（
貸
出
債
権
）
が
ボ

ン
ド
で
あ
る
社
債
に
変
っ
て
い
る
だ
け
で
、
全
体
的
な
仕
組
み
・
ス
キ
ー
ム
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

経
緯
と
し
て
は
、
当
時
の
金
融
機
関
の
貸
渋
り
状
況
か
ら
中
小
企
業
等
に
対
す
る
信
用
収
縮
を
懸
念
し
て
、
金
融
機
関
を
通
じ
た
間

接
金
融
で
は
な
く
、
金
融
市
場
か
ら
直
接
中
小
企
業
等
が
資
金
調
達
す
る
こ
と
を
考
え
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
し
か
し
、
①
中
小
企

業
な
ど
の
調
達
希
望
額
で
は
あ
ま
り
に
投
資
額
と
し
て
は
過
少
で
投
資
家
に
魅
力
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
何
よ
り
も
②
投
資
家
に
と
っ
て

の
投
資
先
で
あ
る
中
小
企
業
な
ど
の
財
務
状
況
な
ど
が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
が
多
く
投
資
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
が
問
題
点
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
た
。
東
京
都
が
中
小
企
業
が
発
行
す
る
社
債
を
証
券
化
し
て
投
資
家
へ
販
売
す
る
際
に（
前
記
、
Ｃ
Ｂ
Ｏ
）、
信
用
補
完
の
た
め
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に
公
的
保
証
機
関
で
あ
る
信
用
保
証
協
会
保
証
が
実
際
上
不
可
欠
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
従
来
、
信
用
保
証
協
会
保
証
の
対
象
は
、
基

本
的
に
は
貸
金
債
務
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
信
用
保
証
協
会
の
業
務
範
囲
（
保
証
対
象
）
を
従
来
の
貸
金
債
務
等
の

）

保
証
か
ら
拡
大
す
る

た
め
に
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
を
改
正
し
て
社
債
保
証
を
取
扱
え
る
よ
う
に

）

し
た
。
つ
ま
り
、
Ｃ
Ｂ
Ｏ
に
関
す
る
保
証（
社
債
担
保
証

券
に
関
す
る
保
証
）
の
前
提
と
し
て
、
社
債
保
証
（
特
定
社
債

）

保
証
）
が
生
ま
れ
た
の
で

）

あ
る
。

）

ク
レ
ジ
ッ
ト
ス
コ
ア
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
と
い
う
。

ア
メ
リ
カ
消
費
者
ロ
ー
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
発
端
と
い
わ
れ
て
い
る
。

）

寺
澤
達
也
「
信
用
保
証
料
率
、
四
月
か
ら
リ
ス
ク
反
映
し
九
段
階
に
」
銀
行
実
務
二
〇
〇
六
年
六
月
号
一
四
頁
な
ど
。

）

金
融
機
関
の
信
用
保
証
協
会
へ
の
許
容
保
証
債
務
履
行
率
超
過
リ
ス
ク
負
担
は
、
信
用
保
証
協
会
の
金
融
機
関
へ
の
保
証
債
務
履
行
後

に
お
こ
な
わ
れ
る
。

）

日
経
金
融
新
聞
二
〇
〇
三
年
五
月
一
日
三
頁
。

）

前
掲
注
（
33
）。

）

前
掲
注
（
34
）。

）

平
野
真
由
ほ
か
共
著
・
前
掲
注
（
35
）。

）

平
野
真
由
ほ
か
共
著
・
前
掲
注
（
36
）。

）

後
述
す
る
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
提
携
保
証
制
度
の
（
α
）
に
該
当
す
る
。

）

前
掲
注（
34
）、
日
経
金
融
新
聞
二
〇
〇
二
年
一
二
月
二
六
日
一
一
頁
、
日
本
経
済
新
聞
二
〇
〇
三
年
四
月
六
日
朝
刊
三
頁
、
日
経
金
融

新
聞
二
〇
〇
三
年
四
月
一
五
日
一
〇
頁
、
同
二
〇
〇
三
年
五
月
一
二
日
一
一
頁
。

ゆ
え
に
、
業
界
で
は
提
携
保
証
と
い
う
名
称
の
ほ
か
に
、
ス
ピ
ー
ド
保
証
と
か
ク
イ
ッ
ク
保
証
な
ど
と
呼
ん
だ
り
も
す
る
。

）

日
経
金
融
新
聞
二
〇
〇
三
年
二
月
一
八
日
一
三
頁
。
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）

後
述
す
る
よ
う
に
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
提
携
保
証
が
、
信
用
保
証
協
会
保
証
引
受
額
の
八
割
程
度
に
な
っ
て
い
る
信
用

保
証
協
会
も
多
い
と
聞
く
。

）

日
経
金
融
新
聞
二
〇
〇
二
年
一
一
月
二
六
日
一
〇
頁
。

）

保
険
的
な
保
証
取
引
の
特
性
と
し
て
、
本
稿
が
問
題
と
す
る
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
債
権
管
理
回
収
義
務
は
重
要
な
論
点
で
あ

る
。な

ぜ
な
ら
、
公
的
保
証
制
度
を
維
持
・
存
続
し
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
制
度
運
用
コ
ス
ト
を
可
能
な
限
り
抑
制
す
る
こ
と
が
必
要
だ
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
信
用
保
証
制
度
の
利
用
者
で
あ
る
中
小
零
細
事
業
者
に
金
利
や
保
証
料
を
多
く
負
担
さ
せ
る
こ
と
は
制
度
利

用
を
遠
ざ
け
る
結
果
に
も
な
り
か
ね
ず
、
負
担
最
小
化
が
求
め
ら
れ
る
。

）

提
携
保
証
と
い
う
公
的
保
証
機
関
取
引
に
つ
い
て
は
、
平
野
真
由
「
融
資
戦
略
に
お
け
る
マ
ル
保
の
新
し
い
位
置
付
け
を
見
る
」
近
代

セ
ー
ル
ス
二
〇
〇
三
年
五
月
一
日
号
一
二
頁
、
同
「
農
業
信
用
保
証
保
険
法
か
ら
見
る
、
今
後
の
信
用
補
完
制
度
に
つ
い
て
」
Ｊ
Ａ
金
融
法

務
二
〇
〇
三
年
五
月
（
三
七
六
）
号
一
九
頁
、
同
「
リ
レ
バ
ン
時
代
の
保
証
協
会
活
用
は
こ
う
な
る
」
近
代
セ
ー
ル
ス
二
〇
〇
三
年
八
月
一

日
号
八
頁
参
照
。

）

日
経
金
融
新
聞
二
〇
〇
一
年
八
月
二
九
日
一
〇
頁
、
同
二
〇
〇
一
年
一
一
月
三
〇
日
一
一
頁
。

）

日
経
金
融
新
聞
一
九
九
九
年
一
二
月
一
六
日
一
頁
。

）

日
経
金
融
新
聞
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
一
日
九
頁
、
同
二
〇
〇
四
年
五
月
二
〇
日
一
一
頁
。

信
用
保
証
協
会
の
保
証
引
受
け
の
回
答
時
間
が
一
時
間
以
内
か
否
か
は
と
も
か
く
、
現
在
は
こ
の
よ
う
な
当
該
金
融
機
関
に
係
る
代
位
弁

済
率
が
信
用
保
証
協
会
と
あ
ら
か
じ
め
約
定
し
た
一
定
比
率
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
金
融
機
関
が
あ
ら
か
じ
め
約
定
し
た
超
過
分
を
信
用

保
証
協
会
の
金
融
機
関
に
対
す
る
保
証
債
務
履
行
後
に
負
担
す
る
方
式
の
保
証
引
受
け
が
、
実
際
上
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

）

日
経
金
融
新
聞
二
〇
〇
三
年
二
月
八
日
四
頁
、
同
二
〇
〇
三
年
四
月
三
日
一
〇
頁
、
同
二
〇
〇
三
年
七
月
三
一
日
一
〇
頁
、
同
二
〇
〇

四
年
一
〇
月
二
一
日
一
一
頁
。

）

日
本
経
済
新
聞
二
〇
〇
三
年
五
月
一
日
朝
刊
七
頁
。
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）

平
野
真
由
・
前
掲
注
（

）「
新
し
い
位
置
付
け
」、
同
「
農
業
信
用
保
証
保
険
法
」。

）

新
銀
行
東
京
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
よ
る
リ
ス
ク
計
量
化
が
十
分
に
機
能
し
な
か
っ
た
原
因
の
一
つ
に
は
、
リ
ス
ク
対
象
が
あ
ま
り
に

少
数
で
リ
ス
ク
分
散
が
図
れ
な
か
っ
た
点
を
挙
げ
る
声
が
業
界
で
は
多
い
。
地
域
限
定
か
つ
新
規
参
入
企
業
で
成
約
量
も
少
量
で
あ
っ
た
こ

と
も
、
リ
ス
ク
計
量
化
が
働
き
難
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

）

信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
間
に
は
前
述
し
た
「（
包
括
）
約
定
書
」（
前
編
第
一
章
第
一
節
Ⅱ
二
）
の
ほ
か
に
、
た
と
え
ば
提
携

保
証
な
ら
提
携
保
証
と
い
う
よ
う
に
保
証
商
品
毎
の
「
特
約
書
（
覚
書
）」
が
商
品
創
設
時
に
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
間
で
実
務
上

締
結
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

最
も
一
般
的
な
条
項
は
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
許
容
保
証
債
務
履
行
率
（
許
容
代
位
弁
済
率
）
が
超
過
し
た
場
合
に
は
、
超

過
金
額
を
信
用
保
証
協
会
の
当
該
金
融
機
関
へ
の
保
証
債
務
履
行
後
に
負
担
金
や
補
助
金
の
名
目
で
当
該
金
融
機
関
か
ら
信
用
保
証
協
会

へ
入
金
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
入
金
条
項
の
ほ
か
、
入
金
条
項
と
と
も
に
、
提
携
保
証
の
許
容
保
証
債
務
履
行
率

（
許
容
代
位
弁
済
率
）
超
過
に
よ
る
信
用
保
証
協
会
か
ら
の
一
方
的
な
利
用
停
止
や
解
除
な
ど
を
認
め
る
条
項
も
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

）

石
原
久
稔
「
中
小
企
業
向
け
募
集
型
Ｃ
Ｌ
Ｏ
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
塩
澤
和
彦
・
石
原
久
稔
・
野
間
要
司
・
鈴
木
浩
『
新
し
い
資
金

調
達
ビ
ジ
ネ
ス
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
』
金
融
法
務
事
情
一
七
二
七
号
二
七
頁
以
下
。

）

Ｃ
Ｌ
Ｏ
一
般
に
つ
い
て
は
、
平
野
真
由
「
地
方
公
共
団
体
主
導
の
Ｃ
Ｌ
Ｏ
実
務
」
銀
行
実
務
二
〇
〇
三
年
三
月
号
九
九
頁
以
下
、
同
「
貸

出
債
権
の
流
動
化
手
法
」
Ｊ
Ａ
金
融
法
務
二
〇
〇
三
年
五
月
（
三
七
六
）
号
三
〇
頁
以
下
参
照
。

平
野
真
由
ほ
か
共
著
・
前
掲
注
（
11
）
七
三
頁
以
下
も
参
照
。
平
野
真
由
が
か
つ
て
実
際
に
手
掛
け
組
成
し
た
千
葉
県
Ｃ
Ｌ
Ｏ
の
仕
組
み

な
ど
に
つ
い
て
は
、
日
経
金
融
新
聞
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
三
日
九
頁
に
紹
介
が
あ
る
。

）
【
図
９
】
参
照
。

）
「
Ｃ
Ｌ
Ｏ
融
資
用
金
銭
消
費
貸
借
契
約
証
書
兼
債
権
譲
渡
承
諾
書
」
を
使
用
す
る
。

）

Ｃ
Ｂ
Ｏ
保
証
に
関
し
て
は
、
伊
藤
直
仁
「
地
公
体
の
連
携
に
よ
り
大
規
模
資
金
供
給
を
実
現
し
た
広
域
Ｃ
Ｂ
Ｏ
」
金
融
財
政
事
情
二
六

九
八
号
三
五
頁
、
冨
金
原
宏
諭
「
直
接
金
融
へ
よ
り
一
歩
前
進
し
た
ス
キ
ー
ム
（
中
堅
・
中
小
企
業
に
直
接
金
融
の
道
を
拓
く
Ｃ
Ｂ
Ｏ
）」
金
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融
財
政
事
情
二
五
五
一
号
四
〇
頁
、
越
坂
淳
「
自
治
体
金
融
政
策
と
し
て
の
証
券
化
・
Ｃ
Ｌ
Ｏ
／
Ｃ
Ｂ
Ｏ
」
信
用
保
険
月
報
二
〇
〇
三
年
三

月
号
二
頁
。

）

信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
象
と
し
て
は
、
中
小
零
細
事
業
者
の
貸
金
債
務
以
外
に
、
た
と
え
ば
手
形
割
引
に
お
け
る
手
形
買
戻
債
務
が

存
在
す
る
（
信
用
保
証
協
会
法
二
〇
条
一
項
一
号－

序
論
Ⅱ
）。

）

日
本
経
済
新
聞
一
九
九
九
年
九
月
四
日
朝
刊
五
頁
参
照
。

加
え
て
、
連
動
し
て
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
象
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
信
用
保
証
協
会
法
も
改
正
し
た
（
後
掲
注
（

）
参
照
）。

）

特
定
社
債
保
証
一
般
に
つ
い
て
は
、
平
野
真
由
「
特
定
社
債
保
証
に
関
す
る
基
礎
知
識
」
バ
ン
ク
ビ
ジ
ネ
ス
二
〇
〇
三
年
五
月
一
日
号

五
〇
頁
以
下
、〔
小
島
孝
〕
江
口
浩
一
郎
監
修
「
中
小
企
業
特
定
社
債
保
証
制
度
の
仕
組
み
と
概
要
（
上
）（
中
）（
下
）」
金
融
法
務
事
情
一

五
八
〇
号
三
一
頁
以
下
・
一
五
八
二
号
二
九
頁
以
下
・
一
五
八
三
号
四
〇
頁
以
下
、「
動
き
始
め
た
保
証
協
会
保
証
付
き
私
募
債
」
近
代
セ
ー

ル
ス
二
〇
〇
二
年
一
一
月
一
日
号
一
二
頁
、「
中
小
企
業
の
保
証
協
会
保
証
付
私
募
債
の
発
行
始
ま
る
」
金
融
財
政
事
情
二
四
一
〇
号
三
八

頁
。）

信
用
保
証
協
会
法
二
〇
条
一
項
四
号
参
照
（
序
論
Ⅱ
）。

第
三
章

法
的
分
析

本
章
（
保
険
類
似
の
保
証
取
引
の
法
的
分
析
）
で
は
、「
保
険
類
似
の
保
証
取
引
の
法
的
性
質
」
を
述
べ
た
後
、「
保
証
と
保
険
の
差
」
に

関
し
て
考
察
し
、
保
険
的
構
成
の
特
性
・
特
質
と
な
り
得
る
「
保
険
契
約
の
特
性
・
特
質
」
を
述
べ
る
。

第
一
節

保
険
類
似
の
保
証
取
引
の
法
的
性
質

「
保
証
の
保
険
化
現
象
」
に
関
し
、
現
在
の
保
険
法
学
に
お
い
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て
い
る
山
下
友
信
教
授
は
、
次
の
よ
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う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

「
保
証
も
単
発
的
に
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
有
償
の
保
証
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
（
い
わ
ゆ
る
法
人
保

証
）、
被
保
証
人
全
体
の
デ
フ
ォ
ル
ト
の
確
率
を
予
測
し
て
収
支
が
相
等
と
な
る
よ
う
に
保
証
料
を
設
定
す
る
と
い
う
よ
う
な
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
使
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
保
証
料
も
債
務
者
の
デ
フ
ォ
ル
ト
の
リ
ス
ク
を
個
別
に
評
価
し
て
決
め
る
の
で
あ
れ
ば
ま
す
ま
す
保

険
と
の
区
別
は
つ
か
な
く
な
る
。

し
か
し
、
保
険
の
技
術
を
使
う
と
し
て
も
、
私
法
上
は
、
保
証
と
い
う
確
立
し
た
法
制
度
と
い
う
形
態
を
と
る
限
り
、
保
険
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
金
融
監
督
法
上
も
、
銀
行
な
ど
の
お
こ
な
う
金
融
取
引
の
一
種
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ（
銀
行

法
一
〇
条
二
項
一
号
）、
そ
の
よ
う
な
位
置
付
け
で
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
保
険
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
応
用
す
る
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
を
保
険
で

あ
る
と
す
る
必
要
性
も
な
い
」
さ

）

れ
る
。

け
れ
ど
も
、「
保
証
で
あ
っ
て
も
保
険
に
近
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
保
証
の
法
理
よ
り
も
保
険
の
法
理
を
適
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
」
と
さ

）

れ
る
。

山
下
友
信
教
授
は
、
保
険
類
似
の
保
証
取
引
形
態
で
は
、
取
引
の
法
律
上
の
性
質
は
「
保
証
そ
の
も
の
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
保
険

法
理
の
適
用
可
能
性
は
存
在
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
山
下
友
信
教
授
が
述
べ
ら
れ
る
保
険
法
理
の
適
用
可
能
性
が
存
在
す
る
「
保

証
で
あ
っ
て
も
保
険
に
近
い
も
の
」と
は
具
体
的
に
何
か
が
、
問
題
と
な
り
得
る
。
山
下
友
信
教
授
の
先
の
論
述
よ
り
す
れ
ば
、「
被
保

証
人
全
体
の
デ
フ
ォ
ル
ト
の
確
率
を
予
測
し
て
収
支
が
相
等
と
な
る
よ
う
に
保
証
料
を
設
定
す
る
と
い
う
よ
う
な
」「
保
険
の
技
術
を
使

う
」
場
合
が
該
当
す
る
と
思
わ

）

れ
る
。

し
か
し
、
保
険
法
理
の
適
用
可
能
性
が
存
在
す
る
「
保
証
で
あ
っ
て
も
保
険
に
近
い
も
の
」
は
、
一
般
的
に
保
険
の
技
術
を
使
う
場
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合
と
解
し
て
よ
い
か
は
な
お
検
討
し
て
み
る
余
地
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

）
『
保
険
法
』
一
五
頁
（
有
斐
閣
・
二
〇
〇
五
年
）。

）

山
下
友
信
・
前
掲
注
（

）
一
六
頁
。

）

筆
者
ら
は
山
下
友
信
教
授
の
見
解
に
賛
同
す
る
が
、
実
質
的
に
は
保
険
と
再
構
成
し
た
と
同
様
と
考
え
る
。
山
下
友
信
教
授
が
保
険
類

似
の
保
証
取
引
形
態
を
保
険
構
成
と
明
言
さ
れ
な
い
の
は
、
保
険
類
似
の
保
証
取
引
形
態
を
保
険
と
構
成
す
れ
ば
保
険
業
法
の
適
用
を
受
け

保
険
者
に
保
険
業
の
免
許
が
必
要
と
な
り
、
実
務
が
煩
雑
化
す
る
こ
と
を
懸
念
し
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

筆
者
ら
は
、
疑
義
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
た
と
え
ば
信
用
保
証
協
会
法
に
お
い
て
も
保
険
的
取
引
が
可
能
と
立
法
改
正
し
明
確
化

が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

第
二
節

保
証
で
あ
っ
て
も
保
険
に
近
い
も
の

保
証
と
保
険
の
差

本
節（
保
証
で
あ
っ
て
も
保
険
に
近
い
も
の

保
証
と
保
険
の
差
）で
は
、
保
証
と
保
険
の
差
を
解
明
す
る
た
め
に
、「
実
定
法
上
の
差
」

と
「
日
米
裁
判
例
・
学
説
上
の
差
」
と
に
分
け
て
検
討
し
、
最
後
に
本
節
を
ま
と
め
る
。

な
ぜ
「
裁
判
例
・
学
説
」
に
関
し
ア
メ
リ
カ
法
を
参
照
す
る
か
と
い
え
ば
、
日
本
で
の
中
小
企
業
信
用
補
完
制
度
が
ア
メ
リ
カ
の
保

険
構
想
に
影
響
を
受
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
で
は
保
険
構
想
は
保
険
そ
の
も
の
と
し
て
実
現
す
る
こ
と
は
な
く
、

保
険
と
保
証
と
の
一
般
的
関
係
に
つ
い
て
示
唆
を
得
ら
れ
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
本
編
で
は
信
用
保
証
協
会
取
引
の

う
ち
収
支
相
償
を
目
指
す
取
引
形
態
を
扱
う
が
、
他
方
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
中
小
企
業
政
策
の
理
念
も
自
助
・
自
己
責
任
を
基
調
と

し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
示
唆
が
得
ら
れ
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
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Ⅰ

実
定
法
上
の
差

「
実
定
法
上
の
差
」
は
、
さ
ら
に
「
民
商
法
上
の
差
」
と
「
業
法
上
の
差
」
と
に
分
け
て
検
討
す
る
。

一

民
商
法
上
の
差

「
要
件
」・「
効
果
」・「
抗
弁
事
由
」
に
分
け
て
考
察
し
、
以
上
を
踏
ま
え
て
「
小
括
」
す
る
。

1

要

件

以
下
、「
保
証
」
と
「
保
険
」
と
に
分
け
て
要
件
分
析
し
、
最
後
に
両
者
の
「
相
互
比
較
」
を
お
こ
な
う
。

㈠

保
証

）

要
件

「
保
証
の
成
立
要
件
」
に
は
、「
保
証
契
約
の
成
立
」
と
、「
主
た
る
債
務
の
発
生
」
が
必
要
で
あ
る
。

保
証
成
立
要
件
の
う
ち
、「
保
証
契
約
の
成
立
」
に
は
、「
実
質
的
成
立
要
件
」
と
「
形
式
的
成
立
要
件
（
方
式
）」
が
あ
る
。

①

保
証
契
約
の
成
立

ⅰ

実
質
的
成
立
要
件

保
証
契
約
も
契
約
で
あ
る
以
上
、
契
約
当
事
者
の
「
保
証
の
合
意
」
が
必
要
で
あ
る
。

ⅱ

形
式
的
成
立
要
件
（
方
式
）

二
〇
〇
五
年
民
法
改
正
施
行
に
と
も
な
い
、
書
面
に
よ
る
こ
と
が
要
件
と
さ

）

れ
た
。
し
か
し
、
実
務
で
は
契
約
書
を
作
成
す
る
の
は

当
然
で
あ
る
。
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法
は
、
以
下
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
と
す
る
。

α
）

保
証
契
約
書
面
（
民
法
四
四
六
条
二
項
）

β
）

保
証
契
約
に
関
す
る
電
磁
的
記
録
（
民
法
四
四
六
条
三
項
）

②

主
た
る
債
務
の
発
生

保
証
債
務
は
、
主
た
る
債
務
に
付
従
す
る
（
民
法
四
四
七
条
一
項
・
四
四
八
条
、
四
五
七
条
一
項
）。
し
た
が
っ
て
、
先
の
①
の
保
証
債
務

成
立
の
前
提
条
件
と
し
て
、
主
た
る
債
務
の
発
生
が
論
理
的
に
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
金
銭
消
費
貸
借
契
約
や
社
債
契
約
、
手
形
割

引
契
約
な
ど
が
存
在
し
、
有
効
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
主
た
る
債
務
の
契
約
内
容
（
具
体
的
な
元
本
・
利
息
・
損
害
金
な
ど－

ⅰ
）
に
基
づ
き
、
弁
済
期
が
到
来
し
て
い
る
こ
と
（
期

限
喪
失
条
項
の
該
当
事
実－

ⅱ
）
が
必
要
と
な
る
。

㈡

保
険

）

要
件

保
険
に
も
生
命
保
険
や
損
害
保
険
、
海
上
保
険
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
。
保
証
と
の
比
較
に
お
い
て
相
応
し
い
保
険
は
、

一
般
的
な
損
害
を
塡
補
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
損
害
保
険
と
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
、
損
害
保
険
の
成
立
要
件
を
以
下
に
掲
げ
る
。

①

損
害
保
険
契
約
の
成
立

②

損
害
の
発
生
（
商
法
六
二
九
条
）

③

偶
然
な
る
一
定
の
事
故
（
商
法
六
二
九
条
）

④

事
故
と
損
害
と
の
因
果
関
係
（
商
法
六
二
九
条
）
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㈢

保
証
要
件
と
保
険
要
件
と
の
相
互
比
較

保
証
要
件
は
、「
保
証
契
約
の
成
立
」
と
、
基
本
と
な
る
「
主
た
る
債
務
の
発
生
」
が
必
要
と
な
る
。
保
証
要
件
に
対
し
保
険
要
件
は
、

「
保
険
契
約
の
成
立
」
を
前
提
と
し
て
、
付
保
の
対
象
で
あ
る
「
事
故
」
の
発
生
と
事
故
発
生
に
「
基
因
」
し
た
「
損
害
」
の
発
生
が
必

要
で
あ
っ
た
。

保
証
要
件
に
お
け
る
「
保
証
契
約
の
成
立
」
と
、
保
険
要
件
に
お
け
る
「
保
険
契
約
の
成
立
」
は
同
一
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
保

証
契
約
の
成
立
に
は
保
険
契
約
と
は
異
な
り
、
形
式
的
要
件
（
方
式
）
の
充
足
が
必
要
で
あ
る
が
、
契
約
は
通
常
は
書
面
で
な
さ
れ
る
の

で
実
際
上
の
差
異
は
な
い
。

加
え
て
、
保
証
要
件
に
お
け
る
基
本
と
な
る
「
主
た
る
債
務
の
発
生
」
は
、
保
険
要
件
に
お
け
る
付
保
の
対
象
で
あ
る
「
事
故
」
の

発
生
と
事
故
発
生
に
「
基
因
」
し
た
「
損
害
」
の
発
生
に
極
め
て
類
似
し
て
い
る
（
保
険
は
保
証
に
お
け
る
付
従
性
が
存
在
し
な
い
が
、
要

件
事
実
（
主
要
事
実
）
は
類
似
し
て
い
る
）。
保
険
要
件
に
お
け
る
損
害
の
発
生
に
関
し
確
定
損
害
ま
で
要
求
す
る
の
な
ら
、
保
証
要
件
に

お
け
る
基
本
と
な
る
主
た
る
債
務
の
発
生
と
要
件
事
実
（
主
要
事
実
）
に
ズ
レ
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
（
も
っ
と
も
保
証
の
側
で
、
保
証
債

務
履
行
要
件
を
確
定
損
害＝

最
終
不
足
額
の
確
定
と
保
証
要
件
を
厳
格
化
（
加
重
）
す
る
合
意
を
す
れ
ば
、
保
険
要
件
と
の
ズ
レ
は
生
じ
な

い
）。
し
か
し
、
保
険
要
件
に
お
け
る
損
害
の
発
生
に
関
し
確
定
損
害
ま
で
要
求
し
な
け
れ
ば
（
現
行
の
信
用
保
証
協
会
取
引
で
は
、
確
定

損
害
ま
で
要
求
し
な
い
）、
保
証
要
件
に
お
け
る
基
本
と
な
る
主
た
る
債
務
の
発
生
と
、
保
険
要
件
に
お
け
る
付
保
の
対
象
で
あ
る
偶
然
の

事
故
の
発
生
と
事
故
発
生
に
基
因
し
た
損
害
の
発
生
と
は
同
一
と
評
価
し
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

2

効

果

「
保
証
」・「
保
険
」
の
順
に
効
果
を
述
べ
た
後
、
両
者
を
「
相
互
比
較
」
す
る
。
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㈠

保
証
効
果

債
権
者
は
保
証
人
に
、
保
証
債
務
履
行
請
求
権
を
有
す
る
（
民
法
四
四
六
条
一
項
参
照
）。

ま
た
、
従
た
る
効
果
と
し
て
の
代
位
は
、
前
述
の
よ
う
に
弁
済
者
代
位
（
民
法
五
〇
一
条
）
が
存
在
す
る
。

㈡

保
険
効
果

被
保
険
者
は
保
険
者
に
、
保
険
金
支
払
請
求
権
を
有
す
る
（
商
法
六
二
九
条
）。

ま
た
、
従
た
る
効
果
と
し
て
の
代
位
は
、
保
険
者
代
位
（
請
求
権
代
位
・
商
法
六
六
二
条
）
が
存
在
す
る
。

㈢

保
証
効
果
と
保
険
効
果
と
の
相
互
比
較

保
証
効
果
も
保
険
効
果
も
、
と
も
に
金
銭
債
権
を
取
得
す
る
と
い
う
意
味
で
は
同
一
と
い
え
る
。
ま
た
、
従
た
る
効
果
と
し
て
の
代

位
も
、
保
証
と
保
険
で
は
同
様
で
あ
る
。

3

抗
弁
事
由

以
下
「
契
約
締
結
前
」
の
事
情
と
「
契
約
締
結
後
」
の
事
情
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
保
証
人
の
債
権
者
に
対
す
る
抗
弁
」、「
保
険

者
の
被
保
険
者
に
対
す
る
抗
弁
」、
両
者
の
相
互
比
較
と
い
う
順
に
述
べ
る
。

㈠

契
約
締
結
前
の
事
情

⑴

保
証
人
の
債
権
者
に
対
す
る
抗
弁

錯
誤
無
効
（
民
法
九
五
条
）、
詐
欺
取
消
（
民
法
九
六
条
）、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
（
民
法
七
〇
九
条
）、
契
約
締
結
上
の
過

失
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
（
民
法
一
条
二
項
・
四
一
五
条
）
な
ど
考
え
ら

）

れ
る
。

⑵

保
険
者
の
被
保
険
者
に
対
す
る
抗
弁
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保
証
人
の
債
権
者
に
対
す
る
抗
弁
に
掲
げ
た
も
の
の
ほ
か
、
告
知
義
務
違
反
に
基
づ
く
契
約
解
除
な
ど
が
考
え
ら
れ
る（
商
法
六
四
四

条
）。⑶

保
証
人
の
債
権
者
に
対
す
る
抗
弁
と
保
険
者
の
被
保
険
者
に
対
す
る
抗
弁
と
の
相
互
比
較

契
約
締
結
時
点
で
は
、
保
証
も
保
険
も
リ
ス
ク
を
負
お
う
と
す
る
者
へ
の
「
情
報
」
提
供
・
開
示
を
保
護
す
る
方
向
で
一
致
し
て
い

る
。一

見
す
る
と
保
証
の
方
が
保
険
に
比
較
し
て
情
報
提
供
・
開
示
保
護
に
薄
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
民
法
学
か
ら

は
相
応
の
解
釈
努
力
・
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
と
評
価
で

）

き
る
。

㈡

契
約
締
結
後
の
事
情

⑴

保
証
人
の
債
権
者
に
対
す
る

）

抗
弁

法
文
上
、
以
下
の
三
つ
が
存
在
す
る
。

①

催
告
の
抗
弁
（
民
法
四
五
五
・
四
五
二
条
）

②

検
索
の
抗
弁
（
民
法
四
五
五
・
四
五
三
条
）

③

債
権
者
の
担
保
保
存
義
務
違
反
（
民
法
五
〇
四
条
）

⑵

保
険
者
の
被
保
険
者
に
対
す
る
抗
弁

危
険
変
更
・
増
加
の
通
知
義
務
（
商
法
六
五
七
条
）

⑶

保
証
人
の
債
権
者
に
対
す
る
抗
弁
と
保
険
者
の
被
保
険
者
に
対
す
る
抗
弁
と
の
相
互
比
較

保
証
人
の
催
告
の
抗
弁
や
検
索
の
抗
弁
（
保
証
の
補
充
性
）
は
、
法
文
上
債
権
者
に
よ
る
保
証
債
務
履
行
請
求
後
は
じ
め
て
抗
弁
で
き
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る
（
民
法
四
五
二
条
・
四
五
三
条
）。
し
か
も
、
保
証
の
補
充
性
（
保
証
人
の
催
告
の
抗
弁
や
検
索
の
抗
弁
）
は
、
実
際
上
は
一
般
的
に
連
帯

保
証
契
約
の
締
結
に
よ
り
存
在
し
な
い
（
民
法
四
五
四
条
）。

保
証
人
の
債
権
者
に
対
す
る
抗
弁
に
対
し
て
、
保
険
者
の
被
保
険
者
に
対
す
る
抗
弁
は
、
被
保
険
者
が
損
害
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
か
ら
と
い
っ
て
損
害
発
生
確
率
を
増
加
さ
せ
た
り
損
害
規
模
を
拡
大
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
（
先
に
検
討
し
た
「
債
権
者
・

損
害
軽
減
義
務
」
が
想
起
さ
れ
る
）、「
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
防
止
」
の
た
め
に
規
定
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
（〞
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
防
止
〝
規

定
と
し
て
は
、
ほ
か
に
損
害
防
止
義
務
（
商
法
六
六
〇
条
）
や
損
害
発
生
通
知
義
務
（
商
法
六
五
八
条
）
が
存
在
す
る

本
稿
で
は
、
保
険

に
お
け
る
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
防
止
を
強
調
し
て
考
え
て
い
る
）。保
証
人
の
債
権
者
に
対
す
る
抗
弁
を
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
防
止
の
た
め
に

損
害
発
生
前
か
ら
さ
ら
に
進
化
す
る
か
た
ち
と
し
た
の
が
、
保
険
者
の
被
保
険
者
に
対
す
る
抗
弁
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
と
思
わ
れ

る（
信
用
保
証
協
会
取
引
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド－

病
理
面
）。
保
険
契
約
者
や
被
保
険
者
に
と
っ
て
保
険
は
保
険
契
約
締
結
後
、
保
険
事
故
に

対
し
て
無
関
心
・
無
頓
着
に
な
り
が
ち
と
も
思
わ
れ
る
が
、
保
険
契
約
者
や
被
保
険
者
は
保
険
に
怠
惰
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ

る
（
こ
の
よ
う
な
考
え
方
・
発
想
は
、
本
稿
で
は
重
要
で
あ
る
）。

4

小

括

保
証
と
保
険
と
の
違
い
に
関
し
「
要
件
」
と
「
効
果
」、
お
よ
び
「
抗
弁
事
由
」
を
概
観
し
た
が
、
受
益
者
の
負
担
者
へ
の
請
求
に
対

す
る
抗
弁
事
由
、
特
に
「
契
約
締
結
後
の
事
情
」
の
局
面
で
差
が
認
め
ら
れ
た
。
保
険
制
度
は
保
証
制
度
よ
り
リ
ス
ク
引
受
人
を
厚
く

保
護
す
る
の
か
、
問
題
と
な
り
得
る
。

二

業
法
上
の
差
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次
に
、「
業
法
上
の
差
」
で
は
、「
保
険
業
法
」
と
「
銀
行
法
」
と
に
分
け
て
考
察
し
、「
小
括
」
す
る
。

1

保
険
業
法

保
険
業
法
の
定
め
る
業
務
の
う
ち
、
保
証
証
券
業
務
が
あ
る
（
三
条
六
項
）。

保
証
証
券
業
務
と
は
、契
約
上
の
債
務
ま
た
は
法
令
上
の
義
務
の
履
行
を
保
証
す
る
こ
と
を
約
し
そ
の
対
価
を
受
け
る
業
務
を
い
う
。

加
え
て
、
保
険
数
理
に
基
づ
き
、
当
該
対
価
を
決
定
し
、
準
備
金
を
積
み
立
て
、
再
保
険
に
よ
る
危
険
の
分
散
を
お
こ
な
う
こ
と
そ
の

ほ
か
保
険
に
固
有
の
方
法
を
用
い
て
お
こ
な
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

2

銀
行
法

保
険
業
法
の
定
め
る
保
証
証
券
業
務
に
対
し
、
先
の
保
険
類
似
の
保
証
取
引
の
法
的
性
質
論
に
関
し
山
下
友
信
教
授
が
指
摘
さ
れ
て

い
た
銀
行
法
一
〇
条
二
項
一
号
は
、
銀
行
の
付
随
業
務
と
し
て
の
債
務
保
証
業
務
を
定
め
て
い
る
。
銀
行
が
債
務
保
証
を
お
こ
な
う
際

に
大
数
法
則
な
ど
保
険
固
有
の
方
法
を
用
い

）

れ
ば
、
先
の
保
険
業
法
と
の
抵
触
が
問
題
と
な
る
よ
う
に
思
わ

）

れ
る
。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
銀
行
の
お
こ
な
う
銀
行
法
上
の
債
務
保
証
（
実
務
で
は
、
支
払
承
諾
と
呼
ん
で
い
る
）
業
務
は
、
当
該
保
証
先

に
対
し
個
別
・
具
体
的
に
信
用
を
付
与
す
る
信
用
供
与
と
い
う
意
味
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
銀
行
の
主
要
業
務
が
貸
付
な

ど
の
信
用
供
与
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
銀
行
法
上
の
債
務
保
証
業
務
は
当
該
保
証
先
に
対
し
個
別
・
具
体
的
に
信
用
を
付
与
す
る
信
用

供
与
と
い
う
意
味
の
理
解
が
整
合
的
と
思
わ
れ
る
。

3

小

括

銀
行
の
付
随
業
務
と
し
て
の
債
務
保
証
業
務
を
定
め
て
い
る
銀
行
法
か
ら
す
れ
ば
、
銀
行
の
主
要
業
務
が
貸
付
な
ど
の
信
用
供
与
で

あ
る
こ
と
と
の
関
連
か
ら
、
銀
行
の
お
こ
な
う
銀
行
法
上
の
債
務
保
証
業
務
は
、
当
該
保
証
先
に
対
し
個
別
・
具
体
的
に
信
用
を
付
与
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す
る
信
用
供
与
で
あ
っ
た
。
個
別
・
具
体
的
に
信
用
を
付
与
す
る
銀
行
法
上
の
債
務
保
証
業
務
に
対
し
、
保
険
業
法
の
定
め
る
保
証
証

券
業
務
は
保
険
数
理
に
基
づ
き
保
険
固
有
の
方
法
を
用
い
て
お
こ
な
う
も
の
を
い
っ
た
。

注
意
す
べ
き
は
、
本
編
で
問
題
対
象
と
し
て
い
る
「
保
険
類
似
の
保
証
取
引
」
が
保
険
業
法
の
定
め
る
保
証
証
券
業
務
に
は
該
当
し

な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
信
用
保
証
協
会
取
引
が
保
険
業
法
の
定
め
る
保
証
証
券
業
務
に
該
当
し
な
い
理
由
は
、
信
用
保
証
協
会
み
ず

か
ら
が
リ
ス
ク
の
引
受
審
査
を
す
る
際
に
、
保
険
数
理
に
基
づ
き
保
険
固
有
の
方
法
を
用
い
て
お
こ
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
山
下
友
信
教
授
や
槇
悌
次
博
士
ら
の
想
定
事
例
、
お
よ
び
「
中
小
企
業
信
用
保
証
制
度
の
歴
史
・
沿
革
」
で

の
信
用
保
証
制
度
の
一
般
化＝
拡
大
経
緯
過
程
に
登
場
す
る
金
融
保
険
会
社
構
想
の
事
例
と
は
、「
保
険
類
似
の
保
証
取
引
」と
厳
密
に

は
ズ
レ
が
存
在
す
る
。

「
保
険
類
似
の
保
証
取
引
」
が
保
険
業
法
に
抵
触
し
な
い
と
い
う
考
え
方
に
対
し
、
信
用
保
証
協
会
は
保
険
数
理
に
基
づ
き
保
険
固

有
の
方
法
を
用
い
た
リ
ス
ク
の
引
受
審
査
・
判
断
を
、
取
引
相
手
方
で
あ
る
金
融
機
関
に
代
行
さ
せ
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
り
得
る
。

し
か
し
、
信
用
保
証
協
会
が
金
融
機
関
に
リ
ス
ク
の
引
受
審
査
・
判
断
に
関
す
る
基
準
・
方
法
・
過
程
を
具
体
的
に
約
定
し
て
い
な
い

と
す
れ
ば
、
信
用
保
証
協
会
は
保
険
数
理
に
基
づ
き
保
険
固
有
の
方
法
を
用
い
た
リ
ス
ク
の
引
受
審
査
・
判
断
を
、
取
引
相
手
方
で
あ

る
金
融
機
関
に
代
行
さ
せ
て
い
る
と
の
見
方
は
成
り
立
た

）

な
い
。

し
か
し
、
信
用
保
証
協
会
は
、
金
融
機
関
の
保
険
数
理
に
基
づ
く
保
険
固
有
の
方
法
を
用
い
た
リ
ス
ク
の
引
受
審
査
・
判
断
を
、
結

果
と
し
て
間
接
的
に
利
用
し
て
い
る
と
も
い

）

え
る
。

Ⅱ

日
米
裁
判
例
・
学
説
上
で
の
差
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保
証
と
保
険
の
差
（
保
険
の
特
徴
）
を
、「
日
本
」
と
「
ア
メ
リ
カ
」
に
分
け
て
検
討
す
る
。

一

日
本
の
裁
判
例
・
学
説

「
裁
判
例
」、「
学
説
」
に
分
け
て
概
観
し
、
裁
判
例
・
学
説
の
概
観
の
結
果
を
「
帰
結
」
で
述
べ
る
。

1

日
本
の
裁
判
例

㈠

最
大
判
昭
和
三
四
・
七
・
八
民
集
一
三
巻
七
号
九
一
一
頁
判
例
時
報
一
九
六
号
七
頁

「
保
険
契
約
関
係
は
、
同
一
危
険
の
下
に
立
つ
多
数
人
が
団
体
を
構
成
」
す
る
。
そ
の
構
成
員
の
何
人
か
に
つ
き
危
険
が
発
生
し
た

場
合
、
そ
の
損
失
を
構
成
員
が
共
同
し
て
危
険
を
負
担
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
保
険
契
約
関
係
は
、
団
体
を
構
成
す
る
多
数
の
契
約
関

係
を
個
々
独
立
的
に
観
察
す
る
の
み
で
は
足
ら
な
い
。

多
数
の
契
約
関
係
が
前
記
危
険
負
担
の
関
係
に
お
い
て
は
互
い
に
関
連
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
契
約

関
係
の
法
律
的
性
質
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈡

東
京
高
判
平
成
一
三
・
一
一
・
三
〇
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
〇
七
九
号
一
二
五
頁

「
一
般
に
人
の
経
済
的
生
活
に
関
す
る
法
律
制
度
は
、
経
済
制
度
を
形
成
・
維
持
す
る
た
め
の
手
段
た
る
形
式
で
あ
」
る
。
つ
ま
り
、

「
経
済
制
度
と
法
律
制
度
は
、
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
」。

「
経
済
的
制
度
と
し
て
の
損
害
保
険
制
度
は
、
多
数
の
集
団
を
要
素
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
」。
し
か
し
、「
法
律
上
は
保
険
者
と
保

険
契
約
者
と
い
う
一
対
一
の
当
事
者
の
関
係
の
み
が
現
わ
れ
、
集
団
的
要
素
が
現
わ
れ
て
こ

）

な
い
」。

保
険
と
は
、
個
々
の
経
済
主
体
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
全
く
の
偶
然
か
つ
不
測
の
出
来
事
も
、
同
種
の
危
険
に
曝
さ
れ
た
多
数
の
経
済
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主
体
を
一
つ
の
集
団
と
み
る
と
、
一
定
期
間
内
に
少
数
の
主
体
の
み
が
現
実
に
危
険
に
遭
遇
し
、
し
か
も
危
険
に
遭
遇
す
る
度
合
い
が

平
均
的
に
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
と
い
う
、
大
数
の
法
則
が
成
立
つ
こ
と
を
応
用
し
て
、
集
団
に
属
す
る
各
経
済
主
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

危
険
率
に
相
応
し
た
出
捐
を
な
す
こ
と
に
よ
り
共
同
的
備
蓄
を
形
成
し
、
現
実
に
需
要
が
発
生
し
た
経
済
主
体
が
、
共
同
的
備
蓄
か
ら

支
払
い
を
受
け
る
方
法
で
需
要
を
充
足
す
る
方
法
で

）

あ
る
。

「
大
数
の
法
則
が
機
能
す
る
集
団
の
存
在
が
、
保
険
の
成
立
す
る
大
前
提
で

）

あ
る
」。「
大
数
の
法
則
が
適
用
で
き
る
よ
う
な
危
険
集

団
が
な
け
れ
ば
、
損
害
保
険
は
成
立
た
な
い
」。「
こ
の
集
団
か
ら
切
離
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
個
別
の
保
険
契
約
を
考
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
」。「
保
険
契
約
は
経
済
的
な
保
険
制
度
を
、
保
険
者
と
保
険
契
約
者
と
の
二
当
事
者
の
個
別
的
な
債
権
債
務
、
権
利
義
務
と
し

て
再
構
成
す
る
法
律
形
式
に
過
ぎ
な
い
」。
保
険
契
約
は
、「
経
済
的
な
保
険
制
度
を
そ
の
ま
ま
表
現
す
る
も
の
で
は
な
」
い
。
保
険
契

約
は
、「
保
険
制
度
に
契
約
法
的
な
変
容
を
加
え
て

）

い
る
」。

㈢

小

括

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
年
）
の
最
高
裁
大
法
廷
判
決
で
は
、
保
険
の
法
律
的
性
質
は
危
険
団
体
の
構
成
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。
保
険
が
危
険
団
体
の
構
成
を
前
提
と
し
て
い
る
点
は
、
東
京
高
裁
の
平
成
一
三
年（
二
〇
〇
一
年
）判
決
も
同
様
で
あ
る
。

東
京
高
裁
の
平
成
一
三
年
判
決
は
さ
ら
に
、
保
険
の
成
立
す
る
大
前
提
に
は
「
大
数
の
法
則
が
機
能
す
る
集
団
」
の
存
在
が
必
要
と
述

べ
て
い
る
。

2

日
本
の
学
説

㈠

大
森
忠
夫
博
士
の

）

見
解

個
々
の
経
済
主
体
に
つ
い
て
み
れ
ば
全
く
の
偶
然
的
・
不
可
測
的
な
出
来
事
で
あ
っ
て
も
、
全
く
の
偶
然
的
・
不
可
測
的
な
出
来
事
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を
多
数
の
主
体
に
つ
い
て
い
わ
ゆ
る
大
数
的
に
観
察
す
れ
ば
一
定
の
期
間
内
に
そ
の
個
々
の
経
済
主
体
全
体
に
つ
い
て
全
く
の
偶
然

的
・
不
可
測
的
な
出
来
事
が
現
実
に
発
生
す
る
度
合
い
は
平
均
的
に
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る

い
わ
ゆ
る
大
数
の
法
則

。
過
去
の

経
験
実
績
や
そ
の
ほ
か
の
資
料
に
よ
っ
て
統
計
的
に
観
察
す
れ
ば
、
全
体
に
つ
い
て
将
来
全
く
の
偶
然
的
・
不
可
測
的
な
出
来
事
が
発

生
す
る
度
合
い
も
実
際
の
結
果
と
極
め
て
類
似
性
を
も
っ
た
確
率
な
い
し
蓋
然
性
が
予
測
で
き
る
。

い
わ
ゆ
る
大
数
の
法
則
を
応
用
す
れ
ば
、
あ
る
特
定
の
偶
然
な
出
来
事
に
遭
遇
す
る
可
能
性
の
あ
る
多
数
の
経
済
主
体
を
糾
合
し
、

そ
の
経
済
主
体
全
体
に
つ
い
て
将
来
特
定
の
出
来
事
の
発
生
す
る
蓋
然
性
と
特
定
の
出
来
事
の
発
生
に
よ
る
資
力
弱
化
の
場
合
に
備
え

る
た
め
に
必
要
な
総
金
額
も
ま
た
、
蓋
然
的
に
予
測
で
き
る
。
あ
る
特
定
の
偶
然
な
出
来
事
の
発
生
に
よ
る
資
力
弱
化「
の
予
測
額
を
、

こ
の
よ
う
な
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
る
多
数
の
経
済
主
体
を
し
て
そ
の
危
険
率
に
応
じ
て
公
平
に
分
担
さ
せ
、
い
わ
ば
共
同
的
な
備
蓄
金

を
構
成
し
て
お
い
て
、
あ
る
経
済
主
体
が
現
実
に
そ
の
出
来
事
に
遭
遇
し
た
場
合
に
、
こ
れ
に
よ
る
資
力
弱
化
の
補
正
に
要
す
る
金
額

を
そ
の
基
金
か
ら
受
け
得
る
も
の
と
す
る
制
度
が
考
え
ら
れ
る
」。

あ
る
経
済
主
体
が
現
実
に
あ
る
特
定
の
偶
然
な
出
来
事
に
遭
遇
し
た
場
合
に
、
資
力
弱
化
の
補
正
に
要
す
る
金
額
を
、
危
険
に
曝
さ

れ
て
い
る
多
数
の
経
済
主
体
を
し
て
そ
の
危
険
率
に
応
じ
て
公
平
に
分
担
さ
せ
た
、
い
わ
ば
共
同
的
な
備
蓄
金
か
ら
受
け
得
る
も
の
と

す
る
「
制
度
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
参
加
す
る
各
個
経
済
主
体
の
負
担
・
醸
出
す
べ
き
金
額
が
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
合
理
的
基
礎
に

基
づ
い
て
算
定
せ
ら
れ
」
る
。
制
度
に
参
加
す
る
各
個
経
済
主
体
の
負
担
・
醸
出
す
べ
き
金
額
「
の
総
額
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
全
体
の
所

要
額
を
賄
う
に
過
不
足
な
い
程
度
に
定
め
ら
れ
」
る
（
給
付
反
対
給
付
均
等
の

）

原
則
）。

し
か
も
、
各
主
体
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
危
険
率
に
適
応
し
て
負
担
・
醸
出
す
べ
き
金
額
が
そ
れ
ぞ
れ
公
正
に
定
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
多
数
の
経
済
主
体
の
全
体
に
つ
い
て
の
そ
の
出
来
事
の
発
生
率
が
比
較
的
僅
少
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
、
個
々
の
経
済
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主
体
の
負
担
額
は
僅
少
で
足
り
る
こ
と
と
な
る
」。
こ
の
よ
う
に
し
て
…
…
個
別
的
貯
蓄
制
度
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
不
確
実

性
・
不
経
済
性
・
不
完
全
性
な
ど
の
欠
点
は
、
多
分
に
除
か
れ
」
る
。
各
個
経
済
主
体
は
共
同
的
な
備
蓄
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
比
較
的
少
額
の
負
担
を
も
っ
て
経
済
的
に
か
つ
比
較
的
確
実
に
そ
の
経
済
生
活
の
不
安
定
を
除
去
・
軽
減
し
得
る
こ
と
に
な
る
。

「
い
わ
ば
団
体
的
共
同
備
蓄
と
も
称
す
べ
き
制
度
が
、
す
な
わ
ち
保
険
の
制
度
で
あ
る
」。

㈡

西
島
梅
治
博
士
の

）

見
解

保
険
契
約
は
、
保
険
制
度
の
存
在
を
前
提
と
し
て
保
険
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
締
結
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

保
険
契
約
は
、
保
険
と
い
う
経
済
制
度
を
形
成
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
保
険
契
約
は
、
保
険
制
度
を
権
利
・
義
務
の
シ
ス
テ
ム
と

し
て
再
構
成
す
る
た
め
の
法
律
形
式
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
多
数
の
保
険
契
約
を
介
し
て
、
保
険
団
体
が
形
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。
一
人
一
人
の
孤
立
し
た
契
約
は
た
と
え
商
法
六
二
九
条
に
相
当
す
る
内
容
を
有
す
る
場
合
で
も
、
保
険
契
約
と
認
め
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。

①
加
入
者
相
互
間
に
、
同
一
の
保
険
団
体
構
成
員
と
し
て
の
関
係
が
存
在
す
る
、
②
各
人
が
団
体
の
基
金
に
、
出
資
す
る
義
務
を
負

う
、
ま
た
③
事
故
に
遭
遇
し
た
構
成
員
が
、
基
金
か
ら
保
険
金
を
受
取
る
権
利
を
有
す
る
と
い
う
集
団
的
な
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
集
団
性
か
ら
切
離
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
個
別
の
保
険
契
約
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

㈢

江
頭
憲
治
郎
教
授
の

）

見
解

保
険
と
は
、
同
種
の
危
険
に
曝
さ
れ
た
多
数
の
経
済
主
体
を
一
つ
の
団
体
と
み
る
と
、
団
体
に
は
大
数
の
法
則
が
成
立
つ
こ
と
を
応

用
し
て
、
団
体
に
属
す
る
各
経
済
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
危
険
率
に
相
応
し
た
出
捐
を
な
す
こ
と
に
よ
り
共
同
的
備
蓄
を
形
成
し
、
現
実

に
需
要
が
発
生
し
た
経
済
主
体
が
共
同
的
備
蓄
か
ら
支
払
い
を
受
け
る
方
法
で
需
要
を
充
足
す
る
制
度
を
い
う
と
さ
れ
る
。
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㈣

小

括

江
頭
憲
治
郎
教
授
の
論
述
は
、
大
森
忠
夫
博
士
の
見
解
と
同
一
の
内
容
で
あ
る
。
そ
し
て
、
江
頭
憲
治
郎
教
授
の
論
述
は
、
西
島
梅

治
博
士
の
見
解
と
重
複
す
る
も
の
で
あ
る
。

結
局
は
、
保
険
は
大
数
法
則
を
前
提
と
す
る
、
集
団
性
・
団
体
性
を
も
つ
シ
ス
テ
ム
と
す
る
点
で
共
通
す
る
。

3

帰

結

日
本
の
裁
判
例
・
学
説
の
概
観
か
ら
保
険
の
特
徴
を
抽
出
す
る
と
、
前
述
の
と
お
り
「
大
数
法
則
を
前
提
と
す
る
集
団
シ
ス
テ
ム
」

の
存
在
を
指
摘
で
き
る
。

二

ア
メ
リ
カ
の
裁
判
例
・
学
説

日
本
の
場
合
と
同
様
に
ア
メ
リ
カ
の
場
合
も
、「
裁
判
例
」、「
学
説
」
に
分
け
て
概
観
し
、
裁
判
例
・
学
説
の
概
観
の
結
果
を
「
帰
結
」

で
述
べ
る
。

1

ア
メ
リ
カ
の
裁
判
例

㈠

H
elv
erin

g
(C
o
m
m
issio

n
er)

v
.

）

L
eG
ierse －

ル
ガ
ス
事
件

連
邦
最
高
裁
に
お
け
る
税
務
訴
訟
に
お
い
て
生
命
保
険
に
関
し
て
で
は
あ
る
が
、
保
険
の
中
核
を
な
す
の
は
「
リ
ス
ク
移
転
（risk

 
sh
iftin

g

）」
と
「
リ
ス
ク
分
散
（risk d

istrib
u
tin
g

）」
で
あ
り
、
リ
ス
ク
は
被
保
険
者
集
団
に
移
す
（sh

ift to a g
ro
u
p o
f in

d
iv
id
u
a
ls

）

と
し
て
い
る
。
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㈡
B
eech A

ircra
ft

）

C
o
rp
.
v
.
U
.
S
. ；

H
u
m
a
n
a
,
In
c.
v
.

）

C
o
m
m
issio

n
er ；

A
m
erco

,
In
c.
v
.

）

C
o
m
m
issio

n
er

内
国
歳
入
法
に
お
け
る
保
険
（in

su
ra
n
ce

）
は
、「
リ
ス
ク
移
転
」
と
「
リ
ス
ク
分
散
」
が
要
件
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
判
示
し
て
い

る
。内

国
歳
入
庁（IR

S
:In

tern
a
l R
ev
en
u
e S
erv

ice

）の
個
別
通
達
七
八－

三
三
八
も
、
同
様
に
述
べ
て
い
る（sh

iftin
g a
n
d d
istrib

u
tio
n

 
o
f th

e risk o
f lo

ss fro
m
 
th
e in

su
red to o

th
er in

su
red

s

）。

㈢

小

括

ア
メ
リ
カ
裁
判
例
、
お
よ
び
行
政
通
達
に
よ
れ
ば
、
保
険
の
要
件
に
は
「
リ
ス
ク
移
転
」
と
「
リ
ス
ク
分
散
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
ル
ガ
ス
事
件
で
連
邦
最
高
裁
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
リ
ス
ク
移
転
」
と
「
リ
ス
ク
分
散
」
の
前
提
に
は
、「
被
保
険
者
集
団
」

「
リ
ス
ク
集
積
」
が
不
可
欠
で
あ
る
。

リ
ス
ク
を
集
積
し
て
「
リ
ス
ク
分
散
」
を
図
る
に
は
、「
大
数
法
則
」
な
ど
の
利
用
が
必
要
と
い
え
る
。

2

ア
メ
リ
カ
の
学
説

㈠

エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
教
授
の
見
解

保
険
会
社
と
は
、
リ
ス
ク
回
避
的
な
経
済
主
体
が
集
合
し
て
、
全
体
リ
ス
ク
を
分
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
リ
ス
ク
を
抑
え
る

た
め
の
器
（v

eh
icle

）
と
さ

）

れ
る
。
つ
ま
り
、
保
険
会
社
は
、
大
数
法
則
な
ど
を
使
っ
て
リ
ス
ク
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
担
い
手
と
さ
れ

る
。
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保
険
の
前
提
に
は
「
大
数
法
則
」
な
ど
が
存
在
す
る
、
と
し
て
い
る
。

㈡

ア
ー
ノ
ル
ド
博
士
の
見
解

保
証
会
社
（g

u
a
ra
n
tee o

r su
rety co

m
p
a
n
ies

）
の
保
証
で
は
、「
保
証
引
受
リ
ス
ク
（
損
失
）
を
計
算
」
し
た
う
え
で
、
そ
の
よ
う

な
リ
ス
ク
（
損
失
）
を
基
に
算
出
さ
れ
る
保
証
料
を
保
証
人
じ
し
ん
が
取
得
す
る
と
い
う
点
に
特
色
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
保

証
会
社
形
態
の
保
証
は
、
保
険
そ
の
も
の
と
さ

）

れ
る
。

そ
し
て
、
保
険
と
保
証
と
の
違
い
に
つ
い
て
、

①

保
険
は
、
担
保
を
取
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
保
険
金
支
払
後
に
、
請
求
す
る
こ
と
を
基
本
的
に
考
え
て
い
な
い
。
保
険
は
、
損
失

補
償
（in

d
em
n
ity

）
と
い
う
性
質
を
も

）

）

つ
と
さ
れ
る
。

②

保
険
は
、
保
険
者
の
保
険
契
約
者
に
関
す
る
情
報
収
集
を
特
に
保
護
す
る
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
、
保
証
で
も
、
債
権
者
は
保
証
人
に
た
と
え
ば
主
た
る
債
務
者
の
信
用
状
況
を
積
極
的
に
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
ま

で
課
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な

）

い
が
、
債
権
者
は
保
証
人
に
誠
実
な
応
対
を
お
こ
な
う
こ
と
は

）

）

要
求
さ
れ
る
と
い
う
。

㈢

リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
見
解

保
証
人
の
保
証
引
受
け
に
あ
た
り
〞
ビ
ジ
ネ
ス
性
〝
が
あ
る
場
合
に
は
、
通
常
の
〞
情
義
性
〝
あ
る
場
合
と
別
異
に
取
扱
う
べ
き
こ

と
を
示
唆
し
て

）

い
る
。

保
証
会
社
（b

o
n
d
in
g co

m
p
a
n
y
:su

rety co
m
p
a
n
y

）
の
ほ
か
に
主
た
る
債
務
者
（p

rin
cip
a
l o
b
lig
o
r

）
法
人
の
出
資
者
や
役
員
も
、

利
益
性
あ
り
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
主
た
る
債
務
者
の
友
人
や
家
族
は
、
利
益
性
な
し
と
さ
れ
て

）

い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
も
、
保
証
人
の

原
型
は
無
償
保
証
人
（u

n
co
m
p
en
sa
ted su

rety

）
で

）

あ
る
。
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保
証
の
原
型
で
あ
る
無
償
保
証
に
対
し
、
有
償
保
証
は
一
九
世
紀
に
な
っ
て
登
場
し
た
も
の
で

）

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
担
保
リ
ス

テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
の
有
償
保
証
人
は
、
統
計
数
理
を
基
礎
と
す
る
危
険
計
算
に
よ
り
保
証
料
を
得
て
保
証
契
約
を
締
結
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

主
体
を
指
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
性
が
な
い
、
つ
ま
り
保
証
を
業
と
し
て
反
復
・
継
続
的
に
活
動
し
な
い
主
体
や
、
あ

る
い
は
た
と
え
保
証
料
を
得
た
と
し
て
も
統
計
数
理
を
基
礎
と
す
る
危
険
計
算
に
よ
り
保
証
料
を
得
て
い
な
い
主
体
は
、
ア
メ
リ
カ
・

担
保
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
い
う
有
償
保
証
人
で
は

）

な
い
。

保
険
と
保
証
と
の
違
い
は
不
明
確
と
し
な
が

）

ら
も
、「
一
定
量
の
危
険
引
受
け
に
お
い
て
危
険
が
生
じ
る
こ
と
を
前
提
に
確
率
計
算
し

て
い
る
」
か
否
か
に

）

あ
る
と
し
て
い
る
。
一
八
九
六
年
の
ア
メ
リ
カ
裁
判
例
に
は
、
保
証
会
社
と
い
う
名
前
で
営
業
し
な
が
ら
、
し
か

し
そ
の
保
証
会
社
が
「
将
来
引
受
け
る
で
あ
ろ
う
危
険
を
計
算
し
て
そ
の
保
証
会
社
が
危
険
を
反
映
す
る
料
金
設
定
を
お
こ
な
っ
て
い

る
」
の
で
あ
れ
ば
、〞
保
険
〝
と
し
て
い
る
も
の
が
存
在

）

す
る
。
危
険
引
受
主
体
が
危
険
引
受
時
に
合
理
計
算
し
て
危
険
引
受
を
な
し
て

い
れ
ば
保
険
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
八
九
六
年
の
裁
判
例
後
の
多
く
の
裁
判
例
に
踏
襲
さ
れ
て

）

い
る
。

㈣

ビ
ッ
ケ
ル
ハ
プ
ト
＆
マ
ジ
ー
博
士
の
見
解

厳
密
な
意
味
で
の
保
証
（G

u
a
ra
n
tee

）
と
保
険
と
の
間
の
最
も
明
確
な
相
違
点
は
、
保
証
に
お
い
て
は
主
た
る
債
務
者
の
個
人
的
な

地
位
（in

d
iv
id
u
a
l sta

n
d
in
g

）
に
基
づ
い
て
リ
ス
ク
が
定
め
ら
れ
る
。

リ
ス
ク
判
断
を
主
た
る
債
務
者
毎
に
個
別
計
測
す
る
保
証
に
対
し
て
、
保
険
に
お
い
て
は
、
あ
る
特
定
の
階
層（cla

ss

）
に
属
す
る
多

数
の
債
務
者
「
グ
ル
ー
プ
の
信
用
経
験
（cred

it ex
p
erien

ce

）」
に
基
づ
い
て
リ
ス
ク
が
定
め
ら
れ
る
点
に
あ
る
と
さ

）

れ
る
。

㈤

小

括

保
険
の
特
徴
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
の
学
説
に
つ
い
て
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
教
授
は
「
大
数
法
則
」
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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ま
た
、
ビ
ッ
ケ
ル
ハ
プ
ト
＆
マ
ジ
ー
博
士
は
、「
グ
ル
ー
プ
の
信
用
経
験
（cred
it ex

p
erien

ce

）」
に
基
づ
い
て
リ
ス
ク
が
定
め
ら
れ

る
と
さ
れ
る
。
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
も
、
裁
判
例
に
し
た
が
っ
て
「
一
定
量
の
危
険
引
受
け
に
お
い
て
危
険
が
生
じ
る
こ
と
を
前
提
に

確
率
計
算
し
て
い
る
」か
否
か
、「
将
来
引
受
け
る
で
あ
ろ
う
危
険
を
計
算
し
て
そ
の
保
証
会
社
が
危
険
を
反
映
す
る
料
金
設
定
を
お
こ

な
っ
て
い
る
」
か
否
か
に
よ
り
、
保
険
か
否
か
を
判
別
す
る
と
し
て
い
る
。
ア
ー
ノ
ル
ド
博
士
は
、「
保
証
引
受
リ
ス
ク
（
損
失
）
を
計

算
し
た
う
え
で
の
保
証
料
を
、
保
証
人
じ
し
ん
が
取
得
す
る
形
態
の
保
証
」
は
保
険
そ
の
も
の
と
さ
れ
る
。

一
連
の
学
説
に
共
通
す
る
認
識
と
し
て
は
、
大
量
取
引
に
よ
る
リ
ス
ク
を
確
率
計
算
し
て
あ
ら
か
じ
め
の
取
引
を
お
こ
な
う
、
大
数

法
則
利
用
取
引
か
否
か
が
保
険
と
保
証
の
分
岐
点
と
し
て
い
る
、
と
い
え
る
。

3

帰

結

ア
メ
リ
カ
の
裁
判
例
・
学
説
の
概
観
か
ら
保
険
の
特
徴
を
抽
出
す
る
と
、
前
述
の
と
お
り
大
数
法
則
利
用
取
引
と
い
う
点
を
指
摘
で

き
る
。

Ⅲ

本
節
の
ま
と
め

保
証
と
保
険
の
違
い
を
若
干
ま
と
め
る
。

ま
ず
要
件
・
効
果
・
抗
弁
事
由
な
ど
を
分
析
し
て
い
く
と
、
負
担
者
の
受
益
者
へ
の
抗
弁
事
由
、
特
に
契
約
締
結
後
の
事
情
に
関
し

て
差
異
が
生
じ
る
。
保
険
の
方
が
保
証
よ
り
も
、
少
な
く
と
も
法
の
規
定
か
ら
は
負
担
者
の
受
益
者
へ
の
抗
弁
事
由
を
厚
く
保
護
し
て

い
る
と
み
え
る
。

他
方
、
保
証
と
保
険
の
識
別
基
準
は
、
保
険
業
法
の
規
定
（
特
に
、
銀
行
法
と
の
対
比
）
や
日
米
の
裁
判
例
・
学
説
か
ら
、
大
数
法
則
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利
用
の
有
無
に
よ
り
、
大
数
法
則
が
利
用
さ
れ
て
い
れ
ば
保
険
・
利
用
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
保
証
と
い
う
識
別
が
可
能
で
あ
っ
た
。
以

上
、
保
証
と
保
険
と
を
比
較
・
整
理
し
た
も
の
が
、【
図
10
】
で
あ
る
。

先
に
、
保
険
の
方
が
保
証
よ
り
も
受
益
者
の
負
担
者
へ
の
請
求
に
対
す
る
抗
弁
事
由
を
厚
く
保
護
し
て
い
る
と
述
べ
た
が（
少
な
く
と

も
法
律
の
規
定
か
ら
）、
保
険
に
対
す
る
抗
弁
事
由
の
厚
い
保
護
は
大
数
法
則
利
用
の
有
無
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
大
数
法
則
で
は
、
大
数
全
体
の
利
益
考
慮
が
必
要
で
あ
る
。
大
数
全
体
の
利
益
考
慮
な
く
し
て
、
保
険
と
い
う
当
該
ス

キ
ー
ム
・
仕
組
み
・
制
度
は
成
立
た
な
い
。
単
に
契
約
者
個
々
を
保
護
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
契
約
者
た
ち
が
目
指
す
目
的
に
適

う
た
め
の
ス
キ
ー
ム
・
仕
組
み
・
制
度
に
厚
い
保
護
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
保
険
で
は
大
数
全
体
の
利
益
考
慮
が
必
要
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
保
証
と
保
険
の
受
益
者
の
負
担
者
へ
の
請
求
に
対
す
る
抗
弁
事
由
の
規
定
に
差
異
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

本
編
が
い
う
保
険
類
似
の
保
証
取
引
は
大
数
法
則
を
使
っ
た
取
引
と
い
え
る
か
が
問
題
と
な
り
得
る
が
、
保
険
者
に
相
当
す
る
保
証

人
（
信
用
保
証
協
会
）
じ
た
い
が
大
数
法
則
に
よ
る
リ
ス
ク
引
受
け
を
お
こ
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
被
保
険
者
（
受
益
者
）
に
相

当
す
る
債
権
者
（
金
融
機
関
）
の
大
数
法
則
に
基
づ
い
た
保
証
人
の
許
容
引
受
け
リ
ス
ク
を
契
約
条
件
と
し
て
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機

関
と
が
合
意
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
保
険
類
似
の
保
証
取
引
の
法
的
実
質
も
保
険
で
は
な
く
形
式
ど
お
り
保
証
と
考
え
る

が
、
保
証
人
の
リ
ス
ク
引
受
け
に
お
い
て
リ
ス
ク
引
受
け
が
数
値
化
さ
れ
た
契
約
条
件
と
は
い
え
契
約
相
手
方
の
大
数
法
則
に
よ
る
リ

ス
ク
管
理
を
間
接
的
に
利
用
し
、
制
度
や
ス
キ
ー
ム
、
仕
組
み
に
基
づ
い
て
多
数
の
契
約
が
成
立
し
て
い
る
以
上
、
保
険
法
理
の
類
推

可
能
性
が
存
在
す
る
と
解
さ

）

れ
る
。

）

岡
口
基
一
『
要
件
事
実
マ
ニ
ュ
ア
ル

上
』
三
五
四
頁
以
下
（
ぎ
ょ
う
せ
い
・
二
〇
〇
七
年
）、
伊
藤
滋
夫
編
『
民
事
要
件
事
実
講
座
第
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保証と保険の比較 図10

保 証 保 険

成 立 要 件 実質要件 合意
∵）契約

保証契約の

成立
損害保険契約の成立＊３形式要件 書面 or電磁的

記録
∵）民法446条
２項・３項

主たる債務の発生＊２

∵）付従性（民法447条１項・448条，457

条１項）

損害の発生（商法629条）

＊１

偶然なる一定の事故（商

法629条）

損害と事故との因果関係

（商法629条）

効 果 主 債務履行請求権
（民法446条１項）

支払請求権（商法629条）

従 弁済者代位（民法501条） 保険者代位（請求権代
位・商法662条）

負担者の

受益者へ

の抗弁事

由

契約締結

前の事情

錯誤無効（民法95条），詐欺取消（民法

96条），不法行為に基づく損害賠償請求

（民法709条），契約締結上の過失に基づ

く損害賠償請求（民法１条２項・415条）

（契約締結前の情報開示義務違反）

同左のほか，告知義務違

反に基づく契約解除（商

法644条）

契約締結

後の事情

催告の抗弁権（民法455条・452条），検

索の抗弁権（民法455条・453条），債権

者の担保保存義務（民法504条）

危険変更・増加の通知義

務（商法657条）

◎損害発生確率増加回避

のみならず，損害規模拡

大防止のために損害防止

義務（商法660条）や，

損害発生通知義務（商法

658条）も存在 モラルハ

ザード防止規定

業 法 （債務保証業務 －銀行法10条２項１

号）

（保証証券業務 －保険

業法３条４項）

銀行の付随業務として，保証先に対する

個別・具体的な信用供与・与信（本稿見

解）

保険に固有の方法を用い

ておこなう

◎たとえば，①保険数理

に基づき当該対価を決定

する②準備金を積立てる

③再保険による危険分散

をおこなう

日米裁判例・学説 大数法則を利用しない取引 大数法則を利用する取引

＊一損害を確定損害まで要求しなければ事故発生＝損害発生と考えられ，主たる債務の発生と同視し得

る。

＊二逆に，保証の側で保証債務履行要件を確定損害＝最終不足額の確定と保証要件を厳格化（加重）す

る合意をすれば，保険要件とのズレは生じない。

＊三保険料の存在も含まれる。
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三
巻
』
一
六
一
頁
以
下
（
青
林
書
院
・
二
〇
〇
五
年
）、
大
江
忠
『
要
件
事
実
民
法
（
中
）』
六
九
頁
以
下
（
第
一
法
規
・
一
九
九
五
年
）
参

照
。）

二
〇
〇
五
年
民
法
改
正
施
行
の
際
の
保
証
法
改
正
に
関
す
る
論
稿
と
し
て
、
平
野
真
由
「
保
証
人
と
の
契
約
の
見
直
し
と
実
務
へ
の
影

響
」
銀
行
実
務
二
〇
〇
五
年
一
月
号
六
二
頁
が
あ
る
。

）

石
田
満
・
出
口
正
義
・
甘
利
公
人
「
保
険
法
と
要
件
事
実
」
伊
藤
滋
夫
編
『
要
件
事
実
の
現
在
を
考
え
る
』
一
四
六
頁
以
下
（
商
事
法

務
・
二
〇
〇
六
年
）、
岡
口
基
一
『
要
件
事
実
マ
ニ
ュ
ア
ル

下
』
四
六
〇
頁
以
下
（
ぎ
ょ
う
せ
い
・
二
〇
〇
五
年
）、
大
江
忠
『
要
件
事
実

商
法
（
下
）』
二
〇
八
頁
以
下
（
第
一
法
規
・
一
九
九
七
年
）
参
照
。

）

平
野
真
由
・
前
掲
注
（

）
七
七
頁
以
下
参
照
。

）

た
と
え
ば
、
潮
見
佳
男
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
情
報
提
供
義
務
論
の
展
開

１
）〜

３
完
）」
法
学
論
叢
一
四
五
巻
二
号
一
頁
以
下
・
三
号

一
頁
以
下
・
四
号
一
頁
以
下
、
馬
場
圭
太
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
情
報
提
供
義
務
理
論
の
生
成
と
展
開

１
）（
２
・
完
）」
早
稲
田
法
学
七

三
巻
二
号
五
五
頁
以
下
・
七
四
巻
一
号
四
三
頁
以
下
な
ど
。

）

保
証
人
の
債
権
者
に
対
す
る
抗
弁
は
、
前
編
第
二
章
第
三
節
Ⅰ
一
１
で
も
述
べ
た
。

）

た
だ
し
、
前
節
の
山
下
友
信
教
授
の
論
述
ぶ
り
で
は
、
銀
行
が
債
務
保
証
を
お
こ
な
う
際
に
大
数
法
則
な
ど
保
険
固
有
の
方
法
を
用
い

て
も
保
険
業
法
の
抵
触
が
問
題
と
な
ら
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

）

近
時
の
信
用
保
証
協
会
の
主
要
取
引
形
態
で
あ
る
保
険
的
な
保
証
取
引
（
前
章
第
二
節
）
の
法
律
的
な
性
質
は
保
険
で
は
な
い
か
と
の

疑
問
も
生
じ
る
が
、
こ
の
保
険
的
保
証
取
引
の
法
律
的
な
性
質
に
関
し
て
は
直
後
で
再
論
す
る
こ
と
と
す
る
（
本
稿
で
は
、
前
節
で
述
べ
た

よ
う
に
保
険
的
保
証
取
引
の
法
律
的
な
性
質
は
保
証
と
考
え
る
が
、
実
質
的
に
は
保
険
に
限
り
な
く
近
い
も
の
と
考
え
る
）。

）

本
稿
が
保
険
に
類
似
す
る
信
用
保
証
協
会
取
引
の
法
的
性
質
が
保
険
で
は
な
く
保
証
で
あ
る
と
し
て
、
信
用
保
証
協
会
の
保
険
技
術
を

使
っ
た
リ
ス
ク
引
受
け
を
否
定
す
る
こ
と
を
強
調
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
信
用
保
証
協
会
は
保
険
の
免
許
を
有
し
て
お

ら
ず
保
険
業
法
上
保
険
業
務
を
担
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
（
前
節
）。

実
質
的
に
も
信
用
保
証
協
会
の
保
証
債
務
履
行
は
前
述
し
た
よ
う
に
多
く
の
場
合
に
そ
の
保
証
債
務
履
行
金
の
元
金
の
八
〇
％
が
中
小
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企
業
信
用
保
険
に
よ
っ
て
塡
補
さ
れ
る
し（
い
わ
ば
再
保
険
）、
残
る
保
証
債
務
履
行
金
も
損
失
補
塡
契
約
に
よ
る
補
塡
が
あ
る
も
の
も
あ
り

（
前
編
第
一
章
第
二
節
Ⅱ
二
３
㈠
）、
か
つ
信
用
保
証
協
会
法
に
よ
り
主
務
官
庁
な
ど
の
監
督
に
服
し
て
い
る
の
で
（
こ
の
点
、
民
間
信
用
保

証
会
社
に
対
す
る
行
政
監
督
は
現
在
の
わ
が
国
で
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
）、
保
険
業
法
と
同
一
目
的
で
あ
る
保
険
金
支
払
遅
延
に
よ
る

社
会
的
経
済
的
弊
害
を
惹
き
起
こ
す
現
実
的
可
能
性
の
阻
止
は
体
制
整
備
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

）

本
稿
の
見
解
に
よ
れ
ば
当
該
取
引
の
法
律
的
性
質
・
性
格
に
お
い
て
保
証
か
保
険
か
が
大
き
く
問
題
と
な
る
の
は
金
融
監
督
行
政
の
局

面
で
あ
り
、
純
粋
な
取
引
法
（
契
約
法
）
か
ら
は
む
し
ろ
次
節
で
後
述
す
る
保
険
固
有
の
法
理
の
類
推
適
用
が
可
能
か
否
か
が
重
要
と
考
え

る
。）

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
〇
七
九
号
一
三
〇
頁
。

）

後
述
２
㈢
の
江
頭
憲
治
郎
教
授
の
保
険
の
定
義
と
同
じ
で
あ
る
。

）

前
掲
注
（

）
一
三
四
頁
。

）

前
掲
注
（

）
一
四
八
頁
。

）
『
保
険
法
（
増
補
版
）』
二
・
三
頁
（
有
斐
閣
・
一
九
八
五
年
）。

）

本
稿
が
い
う
、
収
支
相
償
原
則
に
相
当
す
る
。

）
『
保
険
法
〔
第
三
版
〕』
四
・
五
頁
（
悠
々
社
・
一
九
八
八
年
）。

）
『
商
取
引
法
（
四
版
）』
三
七
七
頁
（
弘
文
堂
・
二
〇
〇
五
年
）。

）

312 U
.
S
.
531,

61 C
t.
646,

85 L
.
E
d
.
996

(1941).

）

797 F
.
2d 920,

922
(10th C

ir.
1992).

）

881 F
.
2d 247,

251
(6th C

ir.
1989).

）

979 F
.
2d 162,

165
(9th C

ir.
1992).

）

K
en
n
eth S

.
A
b
ra
h
a
m
,
C
a
ses a

n
d M

a
teria

ls,
In
su
ra
n
ce L

a
w
 
a
n
d R

eg
u
la
tio
n
,
3rd ed

.,
p
.
2,
(F
o
u
n
d
a
tio
n P

r.,2000).

）

E
a
rl C

.
A
rn
o
ld
,
T
H
E
 
C
O
M
P
E
N
S
A
T
E
D
 
S
U
R
E
T
Y
,
26 C

o
l.
L
.
R
ev
.,
171,

177.
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）

Id
.
a
t 179.

）

し
か
し
、
保
険
者
が
受
け
る
保
険
料
が
保
険
に
関
す
る
支
出
を
賄
う
に
十
分
な
料
金
設
定
が
そ
も
そ
も
な
さ
れ
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、

保
険
者
の
保
険
代
位
に
基
づ
く
請
求
は
保
険
契
約
者
と
保
険
者
と
の
衡
平
の
観
点
か
ら
可
能
と
思
わ
れ
る
。

）

A
rn
o
ld
,
su
p
ra n

o
te 278,

a
t 180.

）

Id
.
a
t 181.

）

ア
メ
リ
カ
で
も
保
証
と
保
険
を
問
わ
ず
、
少
な
く
と
も
契
約
締
結
前
の
リ
ス
ク
引
受
人
は
保
護
さ
れ
る
と
い
う
発
想
が
窺
い
知
れ
る

（
前
述
、
Ⅰ
一
３
㈠
⑶
参
照
）。

）

R
esta

t 3d o
f S
u
rety

sh
ip
&
G
u
a
ra
n
ty
,
11 C

o
m
t.
to S

u
b
sectio

n
(3)

(c):
k
;
12 C

o
m
t.
o
n S

u
b
sectio

n
(4):

g
;
37

 
C
o
m
t.:
a
;
49
(3)

(a
)
(i),

C
o
m
t.:
b
,
(W
est P

u
b
.,
1996).

）

Id
.
a
t 214,

60.

）

Id
.,

49 R
E
P
O
R
T
E
R
S N

O
T
E
S
.

）

W
illis D

.
M
o
rg
a
n
,
T
h
e H

isto
ry a

n
d E

co
n
o
m
ics o

f S
u
rety

sh
ip
,
12 C

o
rn
ell L

.
Q
.
153,

162
63.

）

R
E
S
T
A
T
E
M
E
N
T
 
O
F
 
S
E
C
U
R
IT
Y

82 cm
t.
i,
(A
m
erica

n L
a
w
 
In
stitu

te P
u
b
.,
1941).

）

T
h
o
m
a
s G

o
ld F

ro
st,

A
 
T
rea

tise o
n g

u
a
ra
n
ty in

su
ra
n
ce a

n
d co

m
p
en
sa
ted su

rety
sh
ip
,
2d E

d
.,
p
.
16,

(L
ittle,

B
ro
w
n
,
1909);

H
u
n
t v
.
N
ew
 
H
a
m
p
sh
ire F

ire U
n
d
erw

riters’
A
ss’n

,
68 N

.
H
.
305,

308,
38 A

.
145,

38 L
.
R
.
A
.
514,

73
 

A
m
.
S
t.
R
ep
.
602.

）

H
o
m
e T

itle In
s.
C
o
.
v
.
U
n
ited S

ta
tes,

50 F
.
2d 107,

110.

）

た
だ
し
、
信
用
保
険
の
事
例
（T

eb
b
ets v

.
M
erca

n
tile C

red
it G

u
a
ra
n
tee C

o
.,
73 F

ed
.
95,

97

）。

）

G
u
a
ra
n
tee C

o
.
v
.
M
ech

a
n
ics’

B
a
n
k
&
T
ru
st C

o
.,
80 F

ed
.
766,

772;
S
ta
te ex rel.

P
ea
ch C

o
.
v
.
B
o
n
d
in
g
&
S
u
rety

 
C
o
.,
279 M

o
.
535,

553,
556,

215 S
.
W
.
20;

P
eo
p
le v

.
P
o
tts,

264 Ill.
522,

527,
106 N

.
E
.
524;

P
eo
p
le v

.
R
o
se,

174 Ill.
310,

51 N
.
E
.
246;

C
o
m
m
o
n
w
ea
lth v

.
W
eth

erb
ee,

105 M
a
ss.

149,
160;

S
h
a
k
m
a
n v

.
U
n
ited S

ta
tes C

red
it S

y
stem

 
C
o
.,
92
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W
is.
366,

374,
66 N

.
W
.
528;

Y
o
u
n
g v

.
A
m
erica

n B
o
n
d
in
g C

o
.,
228 P

a
.
373,

380,
77 A

tl.
623;

B
o
w
ers v

.
L
a
w
y
ers

 
M
o
rtg
.
C
o
.,
285 U

.
S
.
182,

189;
M
o
o
re v

.
M
a
ry
la
n
d C

a
su
a
lty C

o
.,
12 F

.
S
u
p
p
.
90,

95;
A
m
erica

n C
red

it C
o
.
v
.
A
th
en
s

(C
.
C
.
A
.)
92 F

.
581;

C
la
flin v

.
U
.
S
.
C
red

it S
y
stem

,
165 M

a
ss.

501,
43 N

.
E
.
293,

52 A
m
.
S
t.
R
ep
.
528;

H
a
re
&
C
h
a
se,

In
c.
v
.
N
a
tio
n
a
l S

u
rety

 
C
o
.,
49 F

.
2d
 
447,

453,
G
en
.
C
o
u
n
s.
M
em
.
39154

(G
C
M
 
39154);

N
a
tio
n
a
l S

u
rety

 
C
o
.
v
.

M
cC
o
rm
ick

(C
.
C
.
A
.)
268 F

.
185,

188;
N
ew
 
Y
o
rk In

d
em
.
C
o
.
v
.
H
u
rst,

252 K
y
.
59,

72;
K
rey P

a
ck
in
g C

o
.
v
.
U
.
S
.
F
.

&
G
.
C
o
.,
189 M

o
.
A
p
p
.
591,

175 S
.
W
.
322;

S
t.
L
o
u
is P

o
lice R

elief A
ss’n v

.
A
m
erica

n B
o
n
d
in
g C

o
.,
197 M

o
.
A
p
p
.

430,
443.

同
旨
、Jo

sep
h A

sb
u
ry Jo

y
ce,

A
 
trea

tise o
n
 
th
e la

w
 
o
f in

su
ra
n
ce o

f ev
ery

 
k
in
d
,
2n
d
 
ed
,

339h
,
(L
a
w
y
ers C

o

o
p
era

tiv
e P

u
b
.,
1917);

R
o
g
er W

.
C
o
o
ley
,
B
riefs o

n th
e la

w
 
o
f in

su
ra
n
ce,

v
.
1,
2n
d ed

,
p
.
122

(K
a
n
sa
s C

ity
,
1927).

）

D
a
v
id L

.
B
ick

elh
a
u
p
t

﹇a
n
d

﹈Jo
h
n H

.
M
a
g
ee,

G
en
era

l in
su
ra
n
ce,

8th ed
,
p
.
546,

(R
ich
a
rd D

.
Irw

in
,
In
c.,
1970).

）

山
下
友
信
教
授
も
同
様
の
見
解
を
採
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

第
三
節

保
険
契
約
の
特
性
・
特
質

そ
こ
で
、
大
数
法
則
を
利
用
し
た
保
証
取
引
に
お
い
て
保
険
契
約
法
理
が
類
推
適
用
で
き
る
余
地
が
あ
る
と
し
て
、
保
険
契
約
じ
た

い
の
特
性
・
特
質
を
確
認
し
て
お
く
。

保
険
契
約
の
特
性
・
特
質
と
し
て
、
多
く
の
場
合
、
共
通
項
と
し
て
以
下
の
三
つ
が
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
保
険
契
約
の
特
性
・
特

質
で
あ
る
「
有
償
・
双
務
性
」「
継
続
性
」「
最
大
善
意
（
最
高
信
義
）
性
」
を
、
順
に
述
べ
る
。
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Ⅰ

有
償
・
双
務
性

有
償
性
と
双
務
性
の
両
者
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
が
、「
有
償
性
」
と
「
双
務
性
」
と
を
分
け
て
、
論
じ
る
。

一

有
償
性

前
節
Ⅱ
一
の
保
険
の
特
徴
に
関
す
る
「
日
本
の
裁
判
例
・
学
説
」
に
お
け
る
共
通
項
の
一
つ
と
し
て
は
、
保
険
が
同
種
の
危
険
に
曝

さ
れ
た
多
数
の
経
済
主
体
を
一
つ
の
集
団
と
み
て
、
そ
の
集
団
に
属
す
る
各
経
済
主
体
が
出
捐
を
な
す
こ
と
に
よ
り
共
同
的
備
蓄
を
形

成
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
損
害
保
険
契
約
の
定
義
を
定
め
る
商
法
六
二
九
条
も
損
害
塡
補
の
対
価
と
し
て
、
法
文
上
は
報
酬
と

い
う
言
葉
を
使
い
な
が
ら
も
実
際
上
の
「
保
険
料
」
を
契
約
内
容
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
信
用
保
証
協
会
取
引
の
事
例
で
取
引
の
「
有

償
性
」
を
考
え
て
み
る
と
、
信
用
保
証
協
会
取
引
に
お
い
て
有
償
性
に
該
当
す
る
も
の
は
「
保
証
料
」
で
あ
る
。
保
証
料
は
保
証
の
対

価
と
し
て
、
保
証
人
で
あ
る
信
用
保
証
協
会
に
保
証
を
委
託
す
る
主
た
る
債
務
者
（
中
小
零
細
事
業
者
）
が
支
払
う
も
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
保
険
者
の
立
場
の
者
が「
信
用
保
証
協
会
」、
保
険
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
被
保
険
者
の
立
場
の
者
が「
金
融
機
関
」、

保
険
料
を
支
払
っ
て
保
険
契
約
を
お
こ
な
う
保
険
契
約
者
の
立
場
の
者
が
「
中
小
零
細
事
業
者
」
と
な
る
。
保
険
の
対
象
に
は
信
用
・

与
信
リ
ス
ク
（
債
務
不
履
行
リ
ス
ク
）
が
存
在
し
、
そ
の
債
務
不
履
行
リ
ス
ク
に
関
し
て
保
険
契
約
者
と
（
保
険
に
よ
る
直
接
的
な
受
益
者

で
あ
る
）
被
保
険
者
が
同
一
で
は
な
い
場
合
を
「
保
証
保
険
」
と
い
う
。
信
用
保
証
協
会
取
引
の
場
合
に
は
、
制
度
利
用
者
で
あ
る
主
た

る
債
務
者
か
ら
信
用
保
証
協
会
へ
支
払
わ
れ
る
信
用
保
証
料
収
入
だ
け
で
は
保
証
制
度
の
運
用
を
賄
う
こ
と
は
現
状
か
ら
は
不
可
能
で

あ
り
厳
密
な
意
味
で
の
収
支
相
償
は
実
現
で
き
な
い
こ
と
か
ら
も
、
純
粋
な
保
険
取
引
で
は
な
く
「
保
険
的
取
引
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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保
証
保
険
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
保
険
契
約
者
と
被
保
険
者
と
が
同
一
で
は
な
い
場
合
で
あ
る
。

し
か
し
、
保
証
保
険
と
同
様
に
信
用
・
与
信
リ
ス
ク
（
債
務
不
履
行
リ
ス
ク
）
を
保
険
対
象
と
す
る
が
、
保
険
契
約
者
と
被
保
険
者
と

が
同
一
の
場
合
（
保
険
契
約
者
兼
被
保
険
者
の
場
合
）
も
あ
る
。
保
険
契
約
者
兼
被
保
険
者
の
場
合
を
、「
信
用
保
険
」
と
い
っ
て
い
る
。

本
稿
で
対
象
と
し
て
い
る
「
保
険
類
似
の
保
証
取
引
」
は
、
取
引
当
事
者
間
、
つ
ま
り
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
間
で
信
用
保

証
協
会
が
負
担
す
る
許
容
リ
ス
ク
の
上
限
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
、
そ
の
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
許
容
リ
ス
ク
を
超
え
た
場
合
に
も
信

用
保
証
協
会
は
保
証
債
務
を
履
行
す
る
が
、
そ
の
保
証
債
務
履
行
金
の
う
ち
の
許
容
リ
ス
ク
超
過
分
は
信
用
保
証
協
会
の
保
証
債
務
履

行
後
に
金
融
機
関
か
ら
何
ら
か
の
内
容
（
た
と
え
ば
、
前
述
し
た
負
担
金
や
、
あ
る
い
は
事
務
補
助
金
）
で
信
用
保
証
協
会
へ
入
金
し
て
も

ら
う
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
信
用
保
証
協
会
の
保
証
債
務
履
行
後
に
金
融
機
関
か
ら
信
用
保
証
協
会
へ
お
こ
な
わ
れ
る
許
容
代
位
弁
済

率
あ
る
い
は
許
容
事
故
率
超
過
分
の
支
払
金
が
、
事
後
的
な
保
険
料
と
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
が
問
題
と
な
り
得
る
が
、
保
険
の
構

造
・
仕
組
み
と
し
て
は
保
険
の
特
徴
に
関
す
る
「
日
本
の
裁
判
例
・
学
説
」
に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、
保
険
金
の
支
出
は
あ
ら
か

じ
め
の
保
険
団
体
構
成
員
の
共
同
的
備
蓄
に
よ
り
賄
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
で
対
象
と
し
て
い
る「
保
険
類
似
の
保
証
取
引
」

に
お
い
て
信
用
保
証
協
会
の
保
証
債
務
履
行
後
に
金
融
機
関
か
ら
信
用
保
証
協
会
へ
お
こ
な
わ
れ
る
許
容
代
位
弁
済
率
な
り
許
容
事
故

率
超
過
分
の
支
払
金
は
保
険
料
と
し
て
の
性
質
を
有

）

さ
ず
、し
た
が
っ
て
保
険
料
を
支
出
す
る
保
険
契
約
者
は
金
融
機
関
と
は
な
ら
ず
、

「
信
用
保
険
」
的
性
質
は
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
、
本
稿
で
対
象
と
し
て
い
る
「
保
険
類
似
の
保
証
取
引
」
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
保

証
保
険
的
取
引
」
で
あ
る
と
い
え
る
。
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二

双
務
性

保
証
保
険
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
保
険
契
約
者
は
保
険
者
に
保
険
料
を
支
払
う（
商
法
六
二
九
条
）。
保
険
契
約
者
の
保
険
料
の

支
払
い
に
対
し
、
保
険
者
は
被
保
険
者
に
偶
然
の
一
定
事
故
に
よ
り
生
じ
た
損
害
を
塡
補
す
る
こ
と
を
約
定
し
て
い
る（
第
三
者
の
た
め

に
す
る
損
害
保
険

）

契
約－

商
法
六
四
八
条
）。

し
た
が
っ
て
、
保
険
契
約
者
と
保
険
者
は
、
契
約
当
事
者
双
方
で
義
務
を
負
担
し
合
う
双
務
性
あ
る
取
引
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
い

え
る
。

Ⅱ

継
続
性

こ
う
し
た
有
償
・
双
務
契
約
で
あ
る
保
険
契
約
は
、
単
発
で
終
了
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
定
期
間
の
継
続
性
が
あ
る
契
約
で
あ
る
。

一
定
の
継
続
性
が
あ
る
契
約
で
は
、
契
約
当
事
者
間
で
は
信
義
誠
実
の
原
則
が
単
発
契
約
に
比
べ
て
よ
り
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。こ

の
よ
う
な
保
険
契
約
の
継
続
性
と
い
う
特
性
・
特
質
に
加
え
て
、
保
険
契
約
の
な
か
に
は
反
復
性
を
有
す
る
も
の
も
あ
る
。
一
度

の
保
険
契
約
で
契
約
の
満
期
終
了
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
継
続
性
あ
る
保
険
契
約
が
い
わ
ば
形
式
的
・
実
質
的
に
更
新
さ
れ
て
い
く
場

合
が
あ
る
。
身
近
な
損
害
保
険
で
あ
る
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
や
火
災
保
険
を
考
え
て
み
て
も
、
保
険
契
約
の
継
続
性
と
更
新
性

（
反
復
性
）
を
理
解
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
そ
う
し
た
更
新
・
反
復
性
あ
る
取
引
形
態
で
は
、
更
新
・
反
復
性
が
な
い
保
険
契
約
に

比
較
し
て
、
契
約
当
事
者
間
で
の
信
義
誠
実
の
原
則
が
さ
ら
に
一
層
よ
り
重
視
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
保
険
契
約

の
継
続
性
と
反
復
性
と
い
う
特
性
・
特
質
に
関
し
、
信
用
保
証
協
会
取
引
で
は
、
取
引
全
体
の
目
的
が
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
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の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
に
あ
り
（
信
用
保
証
協
会
法
一
条
）、
企
業
活
動
（
事
業
）
は
一
般
に
継
続
性
が
求
め
ら
れ
、
事
業
継
続
に
必
要
な

金
融
取
引
も
反
復
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
一
般
に
継
続
性
と
反
復
性
が
あ
る
信
用
保
証
協
会
取
引
で
は
、

契
約
目
的
で
あ
る
制
度
の
維
持
・
存
続
、
発
展
の
た
め
に
、
信
義
誠
実
義
務
が
よ
り
強
く
負
担
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
な
ろ
う
。

Ⅲ

最
大
善
意
（
最
高
信
義
）
性

と
こ
ろ
で
、「
信
義
誠
実
の
原
則
が
い
わ
ば
一
層
高
ま
っ
た
法
理
」
を
、
保
険
契
約
法
で
は
最
高
信
義
（
最
大
善
意
）
と
呼
ん
で
い
る
。

以
下
に
、
最
大
善
意
（
最
高
信
義
）
の
「
一
般
論
」
を
述
べ
、「
最
大
善
意
概
念
導
入
の
必
要
性

保
証
構
成
に
よ
る
問
題
点
の
克
服
」、

「
最
大
善
意
概
念
導
入
の
許
容
性

実
定
法
上
の
根
拠
」
を
順
に
検
討
す
る
。

一

一
般
論

1

意
義
・
歴
史
・
適
用
範
囲

㈠

意

義

u
b
errim

æ
 
fid
ei

（
ユ
ー
ベ
リ
マ
・
フ
ィ
デ
ィ
ー
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。u

b
errim

æ
 
fid
ei

は
ラ
テ
ン
語
で
、th

e u
tm
o
st g

o
o
d

 
fa
ith

（
最
大
善
意
）
を
意
味
す
る
。

⑴

日
本
法

日
本
で
は
、
最
大
善
意
を
意
味
す
る
現
行
法
上
の
明
文
規
定
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
度
の
法
制
審
議
会
保
険
法
部
会
で
は
審
議
さ

れ
た
経
緯
が

）

あ
る
。
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ま
た
、
学
説
上
で
は
大
森
忠
夫
博
士
を
は

）

じ
め
、
保
険
契
約
法
上
一
般
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
法
理
と
い
え
る
。

⑵

ア
メ
リ
カ
法

こ
れ
ま
で
本
稿
で
は
外
国
法
に
関
し
、
日
本
で
の
中
小
企
業
信
用
補
完
制
度
が
ア
メ
リ
カ
の
保
険
構
想
に
影
響
を
受
け
た
と
い
う
点

や
、
中
小
企
業
政
策
に
お
い
て
中
小
企
業
じ
た
い
の
自
助
を
基
調
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
姿
勢
・
方
針
か
ら
ア
メ
リ
カ
法
を
参
照
し
た
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
に
は
最
大
善
意
（
最
高
信
義
）
に
関
す
る
明
文
規
定
は
な
い
よ
う
で
あ
る
し
、
加
え
て
ア
メ
リ
カ
で
は
保
険
者
へ

の
義
務
付
け
を
重
視
す
る
と
い
う
方
向
で
議
論
が
さ
れ
て

）

お
り
、
本
稿
が
被
保
険
者
へ
の
義
務
付
け
論
と
し
て
最
大
善
意
を
展
開
し
た

い
と
い
う
目
的
に
は
沿
わ
な
い
の
で
ア
メ
リ
カ
法
は
除
外
す
る
。

⑶

イ
ギ
リ
ス
法

ア
メ
リ
カ
法
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
法
で
は
最
大
善
意
を
明
文
で
規
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
最
大
善
意
に
関
し
イ
ギ
リ
ス
法
を
考

察
す
る
。

イ
ギ
リ
ス
一
九
〇
六
年
海
上
保
険
法
（M

a
rin
e In

su
ra
n
ce A

ct 1906

）
一
七
条
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

「
海
上
保
険
契
約
は
最
大
善
意
を
基
礎
と
す
る
契
約
で
あ
る
。

当
事
者
の
一
方
が
最
大
善
意
を
守
ら
な
い
と
き
に
は
、
他
方
の
当
事
者
は
契
約
を
解
除
（a

v
o
id

）
す
る
こ
と
が
で

）

き
る
」。

最
大
善
意
と
は
具
体
的
に
何
か
が
問
題
と
な
る
が
、
日
本
法
で
い
え
ば
信
義
則
と
類
似
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
イ
ギ
リ
ス
裁
判
例
を
概
観
す
る
と
、th

e u
tm
o
st g

o
o
d fa

ith

（
最
大
善
意
）
と
い
う
用
語
の
ほ
か
、p

erfect fa
ith

（
完
全
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）

善
意
）
あ
る
い
はfu

ll a
n
d p

erfect fa
ith

（
最
大
限
の
完
全

）

善
意
）
と
の
表
現
も
散
見
さ
れ
る
。

㈡

歴

史

と
こ
ろ
で
、
イ
ギ
リ
ス
一
九
〇
六
年
海
上
保
険
法
は
今
か
ら
一
〇
〇
年
以
上
も
前
に
成
立
し
た
明
文
規
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
驚
く
こ
と
に
こ
の
一
九
〇
六
年
海
上
保
険
法
一
七
条
が
生
ま
れ
る
端
緒
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
裁
判
例
は
、
一
九

〇
六
年
よ
り
も
一
四
〇
年
も
前
に
出
現
し
て

）

い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
海
上
保
険
契
約
に
お
け
る
最
大
善
意
は
、
長
ら
く
今
日
に
至
る

ま
で
生
き
続
け
て
い
る
法
理
と
い

）

え
る
。
今
か
ら
一
四
〇
年
、
二
四
〇
年
前
と
い
う
相
当
に
古
い
時
代
の
海
上
保
険
で
は
、
保
険
者
に

と
っ
て
保
険
取
引
は
冒
険
的
・
投
機
的
な
危
険
を
大
き
く
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
冒
険
的
・
投
機
的
と
い
う
取
引
の
性

格
は
、
将
来
が
不
安
定
な
中
小
零
細
事
業
者
と
の
継
続
取
引
の
性
格
と
共
通
す
る
点
も
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

㈢

適
用

）

範
囲

⑴

全
保
険
へ
の
適
用

物
的
適
用
範
囲

イ
ギ
リ
ス
一
九
〇
六
年
海
上
保
険
法
は
、
文
字
ど
お
り
海
上
保
険
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
海
上
保
険
法
は
、

海
上
保
険
以
外
の
す
べ
て
の
保
険
に
も
適
用
さ

）

れ
る
。

⑵

契
約
締
結
時
の
み
な
ら
ず
契
約
期
間
中
お
よ
び
契
約
終
了
後
も
適
用

時
的
適
用
範
囲

イ
ギ
リ
ス
裁
判
例
は
、
最
大
善
意
に
関
し
、
保
険
契
約
期
間
全
体
を
通
じ
て
認
め
ら
れ
る
義
務
と
し
て
、
善
意
の
継
続
的
義
務
と
の

表
現
を
し
て

）

い
る
。

先
に
掲
げ
た
イ
ギ
リ
ス
一
九
〇
六
年
海
上
保
険
法
一
七
条
の
法
文
も
、
最
大
善
意
の
義
務
を
保
険
契
約
締
結
時
の
義
務
に
だ
け
限
定

し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
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最
大
善
意
（
最
高
信
義
）
が
契
約
締
結
時
の
み
な
ら
ず
契
約
締
結
後
も
支
配
す
る
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
。
保
険
の
場
合
に

保
険
契
約
者
や
被
保
険
者
は
保
険
契
約
締
結
後
に
保
険
事
故
に
対
し
て
無
関
心
・
無
頓
着
・
怠
惰
で
あ
っ
て
よ
い
は
ず
は
な
く
、
重
要

な
点
で
あ
る
（
保
険
者
の
被
保
険
者
に
対
す
る
抗
弁
事
由
）。
保
険
に
お
け
る
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
防
止
と
い
う
観
点
か
ら
、
契
約
締
結
後
の

最
大
善
意
の
意
義
を
本
稿
で
は
強
調
・
力
説
し
て
お
き
た
い
。

2

特
質
・
特
徴

契
約
自
由
原
則
の
例
外

最
大
善
意
（
最
高
信
義
）
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
裁
判
例
が
生
ま
れ
た
今
か
ら
二
四
〇
年
余
前
と
い
え
ば
、
時
代
は
一
八
世
紀
後
半
で
あ
っ

た
。一

八
世
紀
後
半
、
ジ
ェ
レ
ミ
・
ベ
ン
サ
ム
（Jerem

y B
en
th
a
m

）
や
ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ィ
ワ
ー
ト
・
ミ
ル
（Jo

h
n S

tu
a
rt M

ill

）
に
よ
っ

て
自
由
が
謳
歌
さ
れ
た
時
代
に
は
、
契
約
自
由
の
原
則
が
強
く
風
靡
し
て

）

い
た
。
契
約
自
由
の
原
則
は
、
一
九
世
紀
も
コ
モ
ン
・
ロー

裁
判
所
の
基
調
と

）

な
り
一
般
原
則
（g
en
era

l ru
le

）
と
も
い
わ
れ
て

）

い
た
。
自
由
放
任
主
義
（la

issez
fa
ire

）
の
時
代－

ca
v
ea
t em

p
to
r

（
買
主
に
注
意
さ
せ
よ
）
と
い
う
法
諺
（leg

a
l m

a
x
im

）
に
あ
る
よ

）

う
に
、
契
約
当
事
者
に
は
自
己
責
任
が
当
然
に
強
く
求
め
ら
れ
る
と

い
う
時
代
で
あ

）

っ
た
。
契
約
の
根
本
原
理
が
当
事
者
意
思
の
尊
重
で
あ
り
、
そ
の
当
事
者
意
思
よ
り
す
れ
ば
、
売
主
の
負
担
条
項
を
敢

え
て
規
定
し
な
か
っ
た
意
味
は
売
主
の
負
担
は
な
い
と
推
認
で
き
る
の
で

）

あ
る
。
こ
の
買
主
に
注
意
さ
せ
よ
と
の
法
諺
は
、
売
買
契
約

の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
契
約
に
適
用
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て

）

い
た
。
ア
テ
ィ
ア
教
授
も
イ
ギ
リ
ス
法
は
一
般
的
な
誠
実
義
務
を
認
め
て

い
な
い
（n
o g

en
era

l d
u
ty o

f g
o
o
d fa

ith is reco
g
n
ized b

y E
n
g
lish la

w

）
と
し
て

）

お
り
、
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ー
ト
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
件
に
お
け
る
ビ
ン
ガ
ム
卿
も
多
く
の
大
陸
法
で
は
契
約
締
結
と
履
行
に
関
し
当
事
者
が
誠
実
に
行
動
す
る
こ
と
を
最

重
要
原
則
と
し
て
認
識
し
か
つ
強
制
し
て
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
法
は
特
徴
的
に
そ
の
よ
う
な
契
約
締
結
と
履
行
に
関
し
当
事
者
が
誠
実
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に
行
動
す
る
重
要
原
則
に
言
質
を
与
え
て
い
な
い
と
述
べ
て

）

い
る
。

3

保
険
法
に
お
け
る
実
質
的
意
義

し
か
し
、
保
険
契
約
に
お
い
て
は
、
買
主
に
注
意
さ
せ
よ
と
い
う
法
理
の
適
用
が
排
除
さ
れ
て

）

い
た
。
ド
イ
ツ
の
比
較
法
学
者
ケ
ッ

ツ
（H

ein k
o
tz

）
は
、「
イ
ギ
リ
ス
法
は
経
済
効
率
の
た
め
に
不
道
徳
を
許
容
す
る
、
イ
ギ
リ
ス
契
約
法
が
商
人
の
た
め
に
作
ら
れ
た
と

す
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
法
は
農
民
の
た
め
に
作
ら
れ
た
」と

）

述
べ
、
イ
ギ
リ
ス
の
指
導
的
商
法
学
者
と
し
て
名
高
いG

o
o
d
e

は
、「
結
論
の
予

測
可
能
性
は
絶
対
的
正
義
よ
り
も
大
切
だ
、
好
ま
し
く
な
い
こ
と
は
公
正
と
い
う
曖
昧
な
概
念
に
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
が
不
成
立
と
な
る
こ

と
だ
」
と
述
べ

）

た
が
、
経
済
効
率
を
重
視
す
る
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
保
険
は
経
済
効
率
を
重
視
す
る
う
え
で
無
視
で
き
な
い
、
社
会

的
に
有
用
な
制
度
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
社
会
的
に
有
用
な
制
度
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
う
ち
立
て
ら
れ
・
考

案
さ
れ
た
概
念
・
原
理
が
最
高
信
義
（
最
大
善
意
）
だ
と
も
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

他
方
で
、
保
険
も
保
証
も
、
偶
然
の
事
情
に
よ
っ
て
財
産
移
転
が
生
じ
る
（
射
倖
性
）。
し
た
が
っ
て
、
財
産
移
転
が
偶
然
の
事
情
に

よ
っ
て
生
じ
る
保
険
も
保
証
も
、
契
約
の
善
意
性
（
信
義
性
）
が
導
か

）

れ
る
。
し
か
し
、
保
険
に
は
保
証
に
は
な
い
、
多
数
の
契
約
者
が

存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
保
険
に
は
単
な
る
善
意
性
（
信
義
性
）
で
は
な
く
、
個
別
・
具
体
的
な
契
約
当
事
者
の
み
な
ら
ず
制
度
・
仕

組
み
・
ス
キ
ー
ム
全
体
（
社
会
経
済
的
利
益
）
を
保
護
す
る
た
め
の
最
大
善
意
・
最
高
信
義
が
求
め
ら

）

れ
る
。
最
大
善
意
の
意
味
は
、
制

度
損
失
の
最
小
化
義
務
と
理
解
で
き
る
。
損
失
最
小
化
義
務
に
違
反
す
る
者
は
、
保
険
契
約
に
よ
る
利
益
を
享
受
す
る
の
に
不
適
格
者

と
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
制
度
参
加
者
に
は
、
制
度
受
益
資
格
者
と
し
て
制
度
利
益
を
擁
護
す
る
義
務
が
存
在
す
る
と
の
考
え
は
、

重
要
で
あ
る
。
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二

最
大
善
意
概
念
導
入
の
必
要
性

保
証
構
成
に
よ
る
問
題
点
の
克
服

1

杜
撰
に
な
り
が
ち
な
債
権
管
理
回
収

以
下
の
点
で
、
最
大
善
意
の
特
殊
性
（
通
常
の
一
般
的
な
信
義
誠
実
の
原
則
と
の
違
い
）
が
具
体
的
に
見
受
け
ら
れ
る
。

㈠

債
権
者
の
信
用
保
証
協
会
の
共
同
保
証
人
等
に
対
す
る
劣
後
回
収
・
保
全

通
常
の
一
般
的
な
信
義
誠
実
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
債
権
者
の
信
用
保
証
協
会
の
共
同
保
証
人
等
に
対
す
る
優
先
回
収
・
保
全
の
義
務

付
け
は
、
信
用
保
証
協
会
と
共
同
保
証
人
間
な
ど
と
い
う
当
事
者
間
に
た
と
え
弁
済
の
優
劣
の

）

特
約
が
あ
る
に
せ
よ
債
権
者
で
あ
る
金

融
機
関
に
及
ぼ
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
理
論
的
に
困
難
と
思
わ
れ
る
。
通
常
の
一
般
的
な
信
義
誠
実
の
原
則
は
、
個
別
・

具
体
的
な
当
事
者
間
の
調
整
に
機
能
す
る
だ
け
で
、
仕
組
み
全
体
の
調
整
機
能
は
な
い
。

し
か
し
、
最
大
善
意
に
よ
れ
ば
、
当
該
制
度
・
ス
キ
ー
ム
・
仕
組
み
全
体
（
社
会
経
済
的
利
益
）
を
保
護
す
る
た
め
、
損
失
最
小
化
が

求
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
信
用
保
証
協
会
制
度
で
の
損
失
主
体
は
基
本
的
に
信
用
保
証
協
会
で
あ
り
、
信
用
保
証
協
会
の
利
益
と
な
る

行
為
・
振
舞
い
を
制
度
参
加
者
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
金
融
機
関
の
信
用
保
証
協
会
の
共
同
保
証
人
等
に
対
す
る
優

先
回
収
・
保
全
義
務
が
肯
定
で
き
る
。

㈡

信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
と
保
証
付
債
権
で
は
な
い
債
権
の
競
合
処
理

債
権
者
で
あ
る
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
と
の
関
係
で
も
、
通
常
の
一
般
的
な
信
義
則
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
信
用
保
証
協
会
保

証
付
債
権
と
保
証
付
債
権
で
は
な
い
債
権
が
競
合
し
て
い
る
場
合
に
金
融
機
関
が
信
用
保
証
協
会
保
証
付
で
は
な
い
債
権
を
優
先
保

全
・
回
収
し
た
と
き
、
債
権
回
収
上
優
良
な
保
証
付
債
権
の
保
全
・
回
収
を
劣
後
さ
せ
る
こ
と
は
債
権
者
で
あ
る
金
融
機
関
と
し
て
は

自
己
の
利
益
を
合
理
的
に
図
る
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
当
該
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
と
の
間
に

）

特
約
が
な
け
れ
ば
違
反
と
は
な
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ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

け
れ
ど
も
、
最
大
善
意
に
よ
れ
ば
、
前
述
し
た
よ
う
に
当
該
制
度
・
仕
組
み
・
ス
キ
ー
ム
全
体
（
社
会
経
済
的
利
益
）
を
保
護
す
る
た

め
、
制
度
参
加
者
は
制
度
・
仕
組
み
・
ス
キ
ー
ム
に
対
す
る
損
失
最
小
化
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
、
制
度
で
の
損
失
主
体
で
あ
る
信
用
保

証
協
会
の
利
益
と
な
る
行
為
・
振
舞
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
損
失
最
小
化
義
務
に
違
反
す
る
者
と
し
て
保
険
契
約
に
よ
る
利
益
享

受
の
不
適
格
者
と
さ
れ
て
し
ま
う
。
た
と
え
ば
、
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
と
保
証
付
債
権
で
は
な
い
債
権
が
競
合
し
て
い
る
場
合

で
金
融
機
関
の
非
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
に
関
し
て
の
み
金
融
機
関
が
優
先
保
全
・
回
収
し
た
と
き
、
損
失
最
小
化
義
務
違
反
と

）

な
る
。

⑴

全
人
格
的
誠
実
態
度
・
応
対

信
義
則
で
は
注
意
義
務
違
反
と
い
う
一
定
の
基
準
超
過
が
要
件
と
な
り
、
義
務
者
で
あ
る
債
権
者
の
当
該
債
権
の
管
理
回
収
に
対
す

る
誠
実
な
全
人
格
的
応
対
・
態
度
ま
で
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。

誠
実
な
全
人
格
的
態
度
・
応
対
の
義
務
付
け
が
困
難
な
信
義
則
に
対
し
、
最
大
善
意
に
よ
れ
ば
、
最
大
善
意
が
当
該
制
度
・
ス
キ
ー

ム
・
仕
組
み
全
体
（
社
会
経
済
的
利
益
）
保
護
の
た
め
に
、
制
度
参
加
者
に
は
当
然
に
課
さ
れ
る
制
度
損
失
最
小
化
義
務
で
あ
る
か
ら
、

注
意
義
務
違
反
と
い
う
一
定
の
基
準
超
過
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
一
般
・
通
常
の
信
義
則
と
は
異
な
る
。
つ
ま
り
、
最
大
善
意
は
非
相

対
的
義
務
で
あ
り
、
絶
対
的
義
務
と
い
え
る
。

⑵

事
前
・
予
防
規
制

信
義
則
で
は
事
後
・
処
理
的
で
あ
っ
て
、
事
前
・
予
防
的
で
は
な
い
。

し
か
し
、
最
大
善
意
は
、
当
該
制
度
・
ス
キ
ー
ム
・
仕
組
み
全
体
（
社
会
経
済
的
利
益
）
を
保
護
す
る
た
め
の
制
度
参
加
者
に
あ
ら
か
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じ
め
当
然
に
課
さ
れ
る
損
失
最
小
化
義
務
で
あ
る
か
ら
、
事
前
・
予
防
的
で
も
あ
る
。

⑶

小

括

最
大
善
意
か
ら
派
生
す
る
損
失
最
小
化
義
務
違
反
の
内
容

最
大
善
意
は
、
こ
の
よ
う
に
事
前
規
制
か
つ
そ
の
規
制
範
囲
も
広
範
で
程
度
も
強
力
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
規
制
が
課
さ
れ
る
義
務
者

の
義
務
範
囲
の
限
定
化
が
問
題
と
な
り
得
る
。

義
務
者
の
義
務
範
囲
の
限
定
化
の
点
で
具
体
的
に
問
題
と
な
り
得
る
の
が
、
義
務
者
の
個
人
利
益
と
最
大
善
意
利
益
（
制
度
利
益
）
と

が
衝
突
す
る
競
合
処
理
場
面
で
あ
る
。
競
合
処
理
場
面
に
お
け
る
最
大
善
意
の
義
務
内
容
・
範
囲
を
よ
り
突
詰
め
て
考
え
て
み
る
と
、

二
つ
の
考
え
方
が
論
理
的
に
存
在
す
る
。

一
つ
の
考
え
は
、
義
務
者
の
個
人
利
益
と
最
大
善
意
利
益
（
制
度
利
益
）
と
が
衝
突
す
る
よ
う
な
地
位
に
義
務
者
が
身
を
置
く
こ
と
は

し
て
は
な
ら
な
い
、
つ
ま
り
「
常
に
最
大
善
意
利
益
（
制
度
利
益
）
を
義
務
者
の
個
人
利
益
よ
り
も
優
先
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
最
大
善
意
を
、
絶
対
視
す
る
考
え
方
と
も
評
し
得
る
。

も
う
一
つ
の
考
え
は
、
義
務
者
の
個
人
利
益
と
最
大
善
意
利
益
（
制
度
利
益
）
と
を
比
較
し
て
最
大
善
意
利
益
（
制
度
利
益
）
を
義
務

者
の
個
人
利
益
よ
り
も
少
な
く
と
も
劣
後
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、「
最
大
善
意
利
益
（
制
度
利
益
）
を
義
務
者
の
個
人
利
益
よ

り
も
同
列
以
上
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
大
善
意
を
、
相
対
視
す
る
考
え
方
と
も
評
し
得
る
。

事
前
か
つ
広
範
な
規
制
を
課
さ
れ
る
義
務
者
の
予
測
可
能
性
を
十
分
配
慮
す
れ
ば
、
後
者
の
「
最
大
善
意
利
益
（
制
度
利
益
）
を
義
務

者
の
個
人
利
益
よ
り
も
同
列
以
上
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
す
る
考
え
方
に
よ
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
本
稿
は
、

義
務
者
の
個
人
利
益
と
最
大
善
意
利
益
（
制
度
利
益
）
と
の
競
合
処
理
場
面
に
お
け
る
最
大
善
意
の
義
務
内
容
・
範
囲
を
、
後
者
の
義
務

者
の
個
人
利
益
と
同
列
以
上
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
考
え
方
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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義
務
者
の
個
人
利
益
と
最
大
善
意
利
益
（
制
度
利
益
）
と
の
利
益
競
合
・
利
益
相
反
の
可
能
性
が
頻
繁
で
あ
る
取
引
形
態
で
は
、
利
益

競
合
・
利
益
相
反
し
が
ち
な
実
際
上
の
取
引
実
態
を
も
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
信
用
保
証
協
会
取
引
実
務
を
考
え
た

場
合
、
信
用
保
証
協
会
取
引
を
民
間
取
引
の
公
的
信
用
補
完
に
存
在
意
義
が
あ
る
と
す
る
観
点
か
ら
、
金
融
機
関
と
中
小
零
細
事
業
者

と
の
取
引
が
信
用
保
証
協
会
と
い
う
公
的
信
用
補
完
付
取
引
だ
け
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
金
融
機
関
と
中
小
零
細
事
業
者
だ
け
の
プ
ロ

パ
ー
取
引
と
が
競
合
す
る
取
引
状
況
が
公
的
信
用
補
完
の
政
策
的
観
点
か
ら
は
好
ま
し
い
と
い
え
る
。
利
益
競
合
・
利
益
相
反
を
厳
格

に
捉
え
る
最
大
善
意
を
絶
対
視
す
る
前
者
の
考
え
方
よ
り
も
、
利
益
競
合
・
利
益
相
反
を
緩
和
し
て
捉
え
る
最
大
善
意
を
相
対
視
す
る

後
者
の
考
え
方
の
方
が
実
際
上
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

2

信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
譲
渡
に
よ
る
法
的
帰
趨

信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
が
融
資
機
能
を
有
し
な
い
債
権
回
収
に
特
化
し
た
い
わ
ゆ
る
サ
ー
ビ
サ
ー
会
社
な
ど
に
売
却
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
売
却
の
憂
き
目
に
遭
っ
た
中
小
零
細
事
業
者
は
、
再
建
機
会
を
喪
失
し
た
り
資
金
調
達
難
や
取
引
機
会
喪
失
な
ど
の
不
利
益

を
被
る
虞
れ
が
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

信
用
保
証
協
会
取
引
の
法
的
性
質
論
に
関
し
て
裁
判
例
・
通
説
的
見
解
で
あ
る
保
証
構
成
（
信
義
則
構
成
）
を
採
れ
ば
、
信
用
保
証
協

会
保
証
付
債
権
の
譲
渡
に
よ
り
、
保
証
債
権
（
保
証
債
務
履
行
請
求
権
）
も
随
伴
す
る
こ
と
も
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
信
用

保
証
協
会
取
引
に
関
す
る
裁
判
例
・
通
説
的
見
解
で
あ
る
保
証
構
成
で
は
、
議
論
の
出
発
点
と
し
て
は
み
ず
か
ら
が
有
す
る
信
用
保
証

協
会
保
証
付
債
権
は
債
権
者
で
あ
る
金
融
機
関
の
自
由
な
処
分
に
委
ね
ら
れ
る
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
信
用
保
証
協
会
取
引
に
関
す
る
裁
判
例
・
通
説
的
見
解
で
あ
る
保
証
構
成
に
対
し
、
保
険
的
構
成
を
採
る
と
す
れ
ば
、

保
険
金
支
払
請
求
権
者
は
被
保
険
利
益
を
あ
ら
か
じ
め
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
被
保
険
利
益
を
有
し
な
い
、
ま
た
は
有
し
て
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い
な
く
な
っ
た
者
は
、
保
険
金
支
払
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
。
被
保
険
者
の
立
場
で
あ
る
金
融
機
関
が
当

該
保
険
に
関
わ
る
信
用
保
証
協
会
付
債
権
を
売
却
す
れ
ば
、
当
該
金
融
機
関
は
被
保
険
利
益
を
有
し
な
く
な
り
、
保
険
金
支
払
請
求
権

を
有
し
な
く
な
る
。
他
方
、
信
用
保
証
協
会
付
債
権
を
譲
受
け
た
第
三
者
は
、
当
該
保
険
契
約
と
は
無
関
係
の
第
三
者
と
な
る
。
つ
ま

り
、
保
険
契
約
の
条
件
（
保
険
契
約
内
容
）
と
し
て
、
当
該
保
険
契
約
締
結
時
の
被
保
険
者
が
定
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
保

険
に
は
保
証
と
は
異
な
り
、
随
伴
性
が
存
在
し
な
い
と
い
う
特
性
・
特
質
が
存
在
す
る
）。
信
用
保
証
協
会
取
引
に
関
し
て
保
険
的
構
成
の
立
場

に
拠
れ
ば
、
信
用
保
証
協
会
付
債
権
の
譲
受
人
は
信
用
保
証
協
会
付
債
権
の
譲
受
け
に
慎
重
に
な
り
、
実
際
上
信
用
保
証
協
会
付
債
権

の
譲
渡
は
同
意
な
し
に
な
さ
れ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

三

最
大
善
意
概
念
導
入
の
許
容
性

実
定
法
上
の
根
拠

最
大
善
意
概
念
は
、
法
制
審
議
会
保
険
法
部
会
で
審
議
さ
れ
た
経
緯
は
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
明
文
化
は
見
送
ら
れ
た
。

現
行
の
日
本
の
実
定
法
上
で
は
、
最
大
善
意
概
念
は
信
義
則
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
立
場
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う

に
、
最
大
善
意
は
通
常
の
一
般
的
な
信
義
則
と
は
異
な
る
機
能
を
有
す
る
特
殊
な
信
義
則
と
い
え
る
。

保
険
類
似
の
（
大
数
法
則
を
利
用
し
た
）
信
用
保
証
協
会
取
引
に
は
、
信
義
則
と
い
う
一
般
条
項
を
根
拠
に
認
め
ら
れ
る
「
最
大
善
意

（
最
高
信
義
）」
の
法
理
の
類
推
適
用
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

）

金
融
機
関
の
信
用
保
証
協
会
へ
の
保
証
債
務
履
行
請
求
に
よ
る
代
位
弁
済
金
受
領
後
の
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
と
の
間
で
合
意

し
た
許
容
代
位
弁
済
率
な
り
許
容
事
故
率
超
過
分
の
支
払
金
の
法
的
性
質
を
保
険
金
と
み
る
か
、
ま
た
そ
の
前
提
と
し
て
信
用
保
証
協
会
と
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金
融
機
関
と
の
間
に
保
険
契
約
の
締
結
が
存
在
し
た
か
否
か
、
つ
ま
り
保
険
契
約
者
が
中
小
零
細
事
業
者
か
金
融
機
関
か
否
か
（
保
証
保
険

か
信
用
保
険
か
）
に
よ
っ
て
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
法
的
関
係
が
大
き
く
異
な
る
と
は
筆
者
ら
は
考
え
て
い
な
い
。

問
題
と
し
て
い
る
金
融
機
関
の
信
用
保
証
協
会
へ
の
保
証
債
務
履
行
請
求
に
よ
る
代
位
弁
済
金
受
領
後
の
許
容
代
位
弁
済
率
な
り
許
容

事
故
率
超
過
分
の
支
払
金
の
出
所
の
究
極
は
、
金
融
機
関
に
よ
る
中
小
零
細
事
業
者
か
ら
の
貸
出
等
の
際
の
金
利
収
入
な
ど
か
ら
支
出
さ
れ

て
お
り
、
主
た
る
債
務
者
で
あ
る
中
小
零
細
事
業
者
か
ら
の
根
源
的
支
出
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

）

他
人
の
た
め
に
す
る
損
害
保
険
契
約
、
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

）

結
果
と
し
て
は
、
明
文
化
は
見
送
ら
れ
た
（
二
〇
〇
八
年
六
月
六
日
官
報
（
号
外
一
一
九
号
）
一
六
頁
以
下
）。

）
「
保
険
制
度
と
信
義
則
」『
保
険
契
約
法
の
研
究
』
九
・
一
〇
頁
（
有
斐
閣
・
一
九
六
九
年
）。

）

Jo
h
n B

ird
s,
M
o
d
ern In

su
ra
n
ce L

a
w
,
2n
d ed

.,
P
.
82,

(S
w
eet

&
M
a
x
w
ell,

1988).

）

原
文
は
、17.

A
 
co
n
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ct o

f m
a
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su
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n
ce is a co

n
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ct b

a
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p
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n th
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o
st g
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d fa

ith
,
a
n
d
,
if th

e u
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o
st

 
g
o
o
d fa

ith b
e n

o
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b
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y eith

er p
a
rty
,
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e co

n
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a
y b

e a
v
o
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ed b

y th
e o
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a
rty
.

（M
in
istry o

f Ju
stice

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
、T

h
e U

K
 
S
ta
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te L

a
w
 
D
a
ta
b
a
se

で
入
手
可
能
）。

）

B
ritto

n v
.
R
o
y
a
l In

su
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n
ce C

o
.,
(1866)

4 F
&
F
 
905,

909.

）

B
a
tes v

.
H
ew
itt

(1867)
L
R
 
2 Q

B
 
595,

606.

）

C
a
rter v

.
B
o
eh
m
(1766)

3 B
u
rr 1905,

97 E
R
 
1162,

97 E
n
g
.
R
ep
.
1162.

な
お
、
そ
の
ほ
かB

ro
w
n
lie v

.
C
a
m
p
b
ell

(1880),
5 A

p
p
.
C
a
s.
925,

954
(p
er L

o
rd B

la
ck
b
u
rn
);
Jo
el v

.
L
a
w
 
U
n
io
n a

n
d

 
C
ro
w
n In

su
ra
n
ce C

o
.
(1908),

2 K
.
B
.
863,

883
(p
er F

letch
er M

o
u
lto
n
,
L
.
J.);

R
o
za
n
es v

.
B
o
w
en
(1928)

32 L
1.
L
.
R
ep
.

98,
102

な
ど
。

）

先
に
筆
者
ら
は
、
最
大
善
意
（
最
高
信
義
）
は
日
本
法
で
い
え
ば
、
信
義
則
に
相
当
す
る
旨
述
べ
た
（
直
前
で
あ
る
㈠
⑶
）。
日
本
法
に

お
け
る
信
義
則
の
発
展
の
歴
史
か
ら
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
最
大
善
意
の
歴
史
の
長
さ
は
よ
り
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
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日
本
法
に
お
け
る
信
義
則
は
、
民
法
の
明
文
上
は
一
九
四
八
年
の
戦
後
民
法
改
正
施
行
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
。
学
説
に
お
い
て
は
、
石
坂

音
四
郎
博
士
が
ド
イ
ツ
法
学
の
影
響
を
受
け
一
九
一
一
年
の
体
系
書
（『
日
本
民
法
第
三
編
（
債
権
）
第
一
巻
〔
訂
正
第
二
版
〕』
三
七
四
頁

（
有
斐
閣
書
房
））
の
な
か
で
述
べ
、
一
九
二
四
年
に
鳩
山
秀
夫
博
士
が
信
義
則
を
債
権
法
一
般
の
基
本
原
則
と
し
て
位
置
付
け
る
論
文
（『
債

権
法
に
お
け
る
信
義
誠
実
の
原
則
』（
有
斐
閣
・
一
九
五
五
年
））
を
発
表
し
て
一
般
化
し
て
い
っ
た
。
日
本
の
信
義
則
の
歴
史
は
、
せ
い
ぜ

い
今
か
ら
一
〇
〇
年
程
度
で
あ
る
。

）

適
用
範
囲
に
関
し
て
本
稿
で
は
物
的
観
点
（
⑴
）
と
時
的
観
点
（
⑵
）
に
分
け
て
述
べ
る
が
、
民
事
訴
訟
法
学
に
お
け
る
既
判
力
領
域

の
研
究
成
果
と
し
て
有
名
な
人
的
（
主
観
的
）・
物
的
（
客
観
的
）・
時
的
と
い
う
三
つ
の
視
角
は
、
本
稿
に
お
け
る
金
融
機
関
の
信
用
保
証

協
会
に
対
す
る
義
務
に
関
す
る
考
察
・
分
析
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
（
ま
と
め
と
展
望
Ⅱ
一
２
）。

）

L
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.
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B
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な
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学
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と
し
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、
た
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え
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M
a
cG
illiv
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y et a

l.

）

平
野
義
太
郎
「
ベ
ン
タ
ム
の
個
人
主
義
的
私
法
原
理
」
法
学
協
会
雑
誌
四
二
巻
一
二
号
二
一
〇
七
頁
（
特
に
、
二
一
四
六
・
二
一
四
七

頁
）。ま

た
、
ミ
ル
の
思
想
に
も
由
来
す
る
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F
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o
m
 
o
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ア
テ
ィ
ア
教
授
に
よ
れ
ば
、
今
も
な
お
こ
う
し
た
個
人
主
義
・
自
己
責
任
・
国
家
不
干
渉
の
根
本
思
想
は
存
在
す
る
と
さ
れ
る（P
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保
証
や
保
険
の
信
義
性
（
善
意
性
）
は
、
前
述
し
た
取
引
の
継
続
性
や
反
復
性
の
ほ
か
に
（
Ⅱ
）、
偶
然
の
事
情
に
よ
っ
て
財
産
移
転
が
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五
九



発
生
す
る
射
倖
性
か
ら
も
基
礎
付
け
ら
れ
る
。

）
S
ea
to
n v

.
H
ea
th
,

﹇1899

﹈1 Q
B
 
782,

792

で
は
、
保
険
契
約
で
は
最
大
善
意
が
求
め
ら
れ
る
が
、
通
常
の
保
証
契
約
で
は
最
大
善

意
ま
で
は
求
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
特
殊
な
保
証
契
約
で
あ
る
な
ら
ば
、
最
大
善
意
が
求
め
ら
れ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い

る
と
も
い
え
る
。

）

信
用
保
証
協
会
と
信
用
保
証
協
会
と
共
同
保
証
人
の
関
係
に
立
つ
者
な
ど
と
の
間
に
は
、
た
と
え
ば
求
償
連
帯
保
証
契
約
な
ど
に
信
用

保
証
協
会
の
共
同
保
証
人
間
の
負
担
部
分
（
民
法
四
六
五
条
・
四
四
二
条
）
や
、
物
上
保
証
人
か
ら
の
代
位
の
請
求
（
民
法
五
〇
一
条
後
段

五
号
）
を
排
除
す
る
旨
の
特
約
を
締
結
し
て
い
る
（
前
編
第
一
章
第
二
節
Ⅰ
二
２
）。

）

金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
と
の
約
定
例
で
は
九
条
が
信
用
保
証
協
会
付
債
権
の
保
全
・
取
立
て
を
定
め
る
が
、
約
定
文
言
が
曖
昧
・

不
明
確
で
実
際
的
で
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
（
前
編
第
二
章
第
二
節
Ⅰ
一
２
㈡
）。

）

信
用
保
証
協
会
付
債
権
と
信
用
保
証
協
会
付
で
は
な
い
債
権
が
競
合
し
て
い
る
場
合
の
損
失
最
小
化
義
務
違
反
の
内
容
は
、
⑶
で
検
討

す
る
。
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